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面積…26.45k㎡

人口…113,056人（前月比-96）

　男…  53,861人

　女…  59,195人

世帯…  49,587　　

　（平成29年4月30日現在）
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市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。
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道の駅しらとりの郷・羽曳野
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国民年金・かかりつけ健康メール・東洋医療
吉村家公開／青少年指導員の委嘱
　　　　　　  ／人権擁護委員の日
図書館だより／サラダボール
子育て支援センター
幼稚園・保育園の子育て
健康ふぁみりー
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制度／ お知らせ／ 募集など
相談窓口
市民のページ ／ 風流韻事
社協 ／ 警察

2017年6月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL    http://www.city.habikino.lg.jp/
E-mail  mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　今年、10周年を迎える道の駅しらとりの
郷・羽曳野。自然に囲まれバーベキューが楽し
めます。また、6月25日㈰には見ごろを迎えた
1万本の紫陽花の中、10周年記念イベントを
開催します。（詳しくは3ページにて）

　竹内街道の敷設1400年を契機に、平成25年、

本市他９つの市町村、大阪府、奈良県とともに

「竹内街道・横大路（大道）活性化実行委員会」を

立ち上げ、街道のＰＲや魅力創出に取り組んでま

いりました。

　このたび、日本遺産として認められたこと、本当にうれしく思っ

ています。

　交通、運輸という面では、時代とともにその価値は大きく変容し

ていくものですが、竹内街道が持つ歴史、育んだ文化、風土、今こ

こにある景観が、私たちの心を豊かにしてくれることに疑いはあり

ません。

　これを新たなスタートとして、今後も沿道自治体と連携し、それ

ぞれの地域のさらなる活性化をめざし、魅力ある “ストーリー” を

重ねてまいりたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

特別講義「チャレンジする若者を応援するまち」

　四天王寺大学（学園前3-2-1）
の地域連携「COCOROE－PRO
JECT」の企画として、「地域活
性化概論」科目における講義をさ
せていただきました。（5月15日）
　本市と四天王寺大学は包括連携
協定を締結しており、さまざまな
活動を通して、互いに支援、協力
を行っています。
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～世代を越えて受け継がれていくもの～

「竹内街道・横大路（大道）」日本遺産認定！
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～世代を越えて受け継がれていくもの～

「竹内街道・横大路（大道）」日本遺産認定！

道の駅「しらとりの郷・羽曳野」は、6月27日を持ちまして、開設
10周年を迎えます。記念イヤーを祝して、様々なイベントを実施し
ますので、皆様ぜひお越しください！

その他の予定
・6月11日㈰「羽曳野市民体育祭」（中央スポーツ公園）
・7月9日㈰「七夕祭り」（古市駅前東広場）
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＜問合せ＞ 世界文化遺産推進室  ☎ 072-958-1111 内線 4402　ＦＡＸ 072-958-2359

豊かな歴史をつめこんだ冊子を作成

百舌鳥・古市古墳群 VR 映像が完成　

＜質問＞ 古市古墳群はどこで見ることができるの？

　    ドローンを使い、市内小・中学校から見た古市古墳
群の映像をつくりました。ＢＧＭには、各学校の校歌を
使っています。YouTube の羽曳野市公式チャンネルか
ら見ることができます。また、あわせて、大きなサイズ
のパネルを各学校の校内に展示していただいています。

　５月５日に開催されたはびきの市民フェスティバルにて峯ヶ
塚古墳への立入り見学会、古墳群上空へ飛ばしたドローンのラ
イブ映像放映など、充実した内容で古墳時代に触れていただけ
ました。また、修羅ひきや勾玉づくりでは子どもたちが
1,600 年前の生活を体感しました。
　古墳シンガー「まりこふん」さんがメインステージに登場し、
会場のボルテージは最高潮に。たくさんの登録応援メッセージ
をいただきました。

～はびきの市民フェスティバル～

　世界文化遺産登録をめざす古市古墳群の魅力を紹介
した新しい冊子、「世界遺産をめざす羽曳野の文化財 
古市古墳群」が完成しました。冊子では、日本遺産登
録が決まった竹内街道、
野中寺や吉村家住宅など
も紹介し、市の豊かな歴
史を知ることができま
す。今年度の小学6年
生の副読本として活用し
ます。
※ご希望の方は、世界文
化遺産推進室（市役所本館
4階）で、7月よりご購入
いただけます。

　古墳群への理解と関心を深めるため、高精細の
ＣＧ（コンピュータ・グラフィックス）を使ったＶＲ
（バーチャルリアリティ）映像を制作しました。タ
イトルは「百舌鳥・古市古墳群 ― 未来へ伝える人
類の遺産 ―」（約12分）、応神天皇陵古墳の築造当
時の姿の復元など、古墳群について知ることがで
きる内容となっています。
※映像は、峰塚公園管理棟「時とみどりの交流館」
（軽里2-85-1）で視聴できます。
●上映時間：10:00～17:15
●上映日：月・金・土・日曜日
※施設の都合により上映できない場合があります。
事前に同管理棟にお問い合わせください。
「時とみどりの交流館」☎072-942-6647

～空から眺める古墳群～

▲大型古墳が並ぶ古市古墳群の
　イメージ映像

古墳こんにゃく

上空からの峯ヶ塚古墳の眺め

勾玉づくり

▲墳丘に多くの埴輪が敷設された
　応神天皇陵古墳のイメージ映像
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6月11日㈰
9:00～15:00 ー第48回ー

羽曳野市民体育祭

 期 間　6 月18 日㈰～ 8 月 6 日㈰
  　　　10:00 ～15:00
 場 所　コロコロふれあいパーク横
   　　　（近鉄南大阪線駒ヶ谷駅下車すぐ）
 料 金　大人 900 円（中学生以上） 
　　　  小人 600 円
　　　 ３歳～６歳  500 円
●㈯㈰㈷は予約が必要（予約専用ダイヤル 080-3832-
6870）。●お持ち帰り用ぶどうの販売（量り売り）もあります。
●天候などにより休園する場合があります。●ぶどうの育成
状況によって開催期間が変更する可能性があります

問合せ　観光課（観光協会事務局）☎ 072-958-1111内線 2760あまくてジューシー、羽曳野の特産
　　　  ぶどうの季節をのがさないで！

※３歳未満
　　 は無料

●プログラム
※天候によりプログラムや時間を変更することがあります。

午
前
の
部 （
9
時
～
）

No. 種　目 対　象
1 入場行進・開会式 全　員
2 準備体操 全　員
3 なかよく玉入れ 幼児（保護者）、来賓者

4 50 ｍ走
小学 1 ～ 3 年生
小学 4 ～ 6 年生
中学生以上一般

5 サンドウィッチ競走 小学 1 ～ 6 年生
6 ２人で GET 中学生以上一般
7 どれにしようかな 幼児（保護者）

～昼食タイム～（たけるくん体操）

午
後
の
部
（
13
時
～
）

No. 種　目 対　象
8 大玉送り 全小学生
9 新・おやつをあげよう 幼児（保護者）

10 リレー
市こ連
スポーツ少年団・体育協会（子ども）
中学生以上一般

11 綱引き 全小学生
中学生以上一般

12 大抽選会 全　員
13 閉会式 全　員

※お車でのご来場は、向野南交差点よりお越しください。
※大雨による中止は当日午前 8:00 に決定します。電話で
のお問い合せは 8:00 以降 ☎ 072-958-1111 まで。

入場無料

プログラム対象者は
　申込なしで
　　　当日自由参加OK！

～同時開催～
　「はびきの軽トラ市」

■問合せ■ スポーツ振興課  ☎ 958-1111  内線 4411

外
環
状
線

中央スポ
ーツ公園

至 八尾

至 富田林

至 堺

向野南 野中寺

野中

羽曳野中学校

青少年児童
センター

羽曳野
市役所

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
　
（
伊
賀
5
ー
６
ー
37
）

会 場

＜主催：体育祭実行委員会＞

ぶどう狩りが始まります！ぶどう狩りが始まります！
たわわと実るデラウエア
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環 境 月 間6月は6月は
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一般大気（ダイオキシン）の状況･･･河川水質の状況･･･
市内を流れる河川で、水質の監視を実施しました。
河川水質を代表する指標であるBOD（生物化学的酸

素要求量）は、中池水路、大水川を除いた4カ所で環境
基準値を達成しました。さらなる水質向上のためには引
き続き、生活排水対策、下水道整備などの取り組みを進
めることが重要です。

※石川はB類型で3
ｍｇ/L、東除川、飛
鳥川はC類型で5
ｍｇ/L、大乗川、大
水川、中池水路は
類型指定がなく、
ここではC類型と
しています。

市内の公園など幹線道路に面しない一般地域23地点で環境騒音調査の監視を実施しました。

※一般環境騒音とは、人間活動により発生する騒音。環境基準の
適用対象外である騒音や、環境基準に基づく騒音の評価の妨
げとなる騒音は除外して評価を行う。

※数値は昼間、（　）内は夜間。
※A類型は第1、2種低層住居専用地域・第1、2種中高層住居専

用地域、B類型は第1、2種住居地域・準住居地域、C類型は近
隣商業地域・商業地域・準工業地域。

私たちの暮らしは環境に大きな負荷を与えています。
エネルギー（電気・ガス・水など）の消費に伴い発生する
二酸化炭素などの温室効果ガスは、異常気象や海面上
昇、食料危機などを引き起こす地球温暖化の主な原因と
されています。
「通勤に公共交通機関などを利用する」、「適正な温度

で冷暖房を使用する」、「使用しないときは電化製品のコ

ンセントを抜いておく」、「節水を心掛ける」など環境に配
慮した生活を心がけましょう。

6月5日は「世界環境デー」です。これは、1972年6月5
日ストックホルムで開催された国連人間環境会議を記
念して定められました。日本では「環境基本法」（平成5
年）により「環境の日」と定められています。

本市の環境騒音の状況･･･

一般地域の環境騒音の状況（主な音源は昼夜とも自動車音）

市内地域別
騒音レベル（Ｌ Ａeq）
環境基準値（Ｌ Ａeq）

市内平均

50(43)dB

Ａ類型の地域

48(41)dB

55(45)dB

Ｂ類型の地域

46(40)dB

55(45)dB

Ｃ類型の地域

55(48)dB

60(50)dB

市域のダイオキシン類による汚染状況を把握するため、
一般環境大気について、夏季と冬季に市内 2 カ所（市民会
館、支所）で調査を実施しました。

市民会館は 0.023pg-TEQ/㎥、支所は 0.028pg-TEQ/
㎥で、両地点とも環境基準値 0.6pg-TEQ/ ㎥を下回って
いました。また、経年変化には変動があるものの年々減少
の傾向がみられます。

６月１日～７日は

第59回水道週間ポスター

DXN（一般環境大気）

市内河川のBODの年間推移

今年のスローガンは

です。

＊環境にやさしい暮らしを

水道週間

　水道週間は水道について国民の理解と関心を高め、公衆衛生の向上と生活
環境の改善を図るとともに、水道事業の更なる発展に役立てることを目的と
して毎年実施しています。

　この機会に市民の皆様一人ひとりに水質保全や水の大切さを理解してい
ただくとともに、将来に向かって、大切な資源である“いのちの水”について関
心をさらに深めていただくものです。

問合せ：環境衛生課 ☎072-958-1111 内線 2830問合せ：環境衛生課 ☎072-958-1111 内線 2830

問合せ　羽曳野市水道局　総務課総務担当　☎072-958-1111　内線5013

「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」

（pg-TEQ/m3）
大乗川

飛鳥川

大水川

東除川

中池水路

石川
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平成28年度

情報公開制度および個人情報保護制度運用状況
羽曳野市情報公開条例第20条および羽曳野市個人情報保護条例第39条の規定に基づき、情報公開
制度および個人情報保護制度の運用状況について、次のとおり公表します。
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0

0
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「 就職差別撤廃月間 」
6月は…

● しない させない 就職差別 ●
就職の面接で、本人や家族の出身地や職業、思想・信条など
について質問することは、本人に責任のない事項や本来自由
であるべき事項で応募者を判断することになり、就職差別に
つながるおそれがあります。
大阪府では6月を「就職差別撤廃月間」と定め、啓発事業に
取り組んでいます。就職の機会均等を保障することの大切さ
について皆さんのご理解をお願いいたします。

問合せ
大阪府商工労働部 雇用推進室

☎ 06-6941-0351 内線6761

採用面接時などの差別について、相談、関係機関の紹介などを行います。
　☎　　06-6210-9518　（6月14日㈬～16日㈮　10:00～18:00）

メール　rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp（6月中随時）

就職差別
110番

(注
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教えて消費生活Q＆A
電力自由化に続いてガスも小売自由化されまし
たが、業者選びの注意点を知りたい。Q

平成29年4月からガスの自由化が始まりました。LP
ガスは既に自由化されているので都市ガスなどが今
回の対象です。変更は希望の会社に連絡するだけで
現在利用中のガス会社の解約もしてくれます。電気
のようなメーター交換もありません。集合住宅入居
者でも、都市ガスを利用し世帯ごとのメーターなら
ガス会社を選べます。

A

━　注意点　━
★既存のエネルギー会社だけでなく多数の新規参入業者が
いるので、多数の料金プランが売られています。使用量な
どを確認し、電気も含めて総合的に業者を選びましょう。
★ガス機器の保安、メンテナンス先はどこか確認しましょう。
★2年以上の年契約が条件でないかなど契約条件を確認し
ましょう。
★新たな機器の購入を持ちかけるなど、便乗商法業者には注
意しましょう。

　ガスや電気はライフラインです。
変更する際はしっかり比較検討してください。

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～　ガス自由化　～

問合せ
環境衛生課　☎ 072-958-1111(代表)

(内線2841)

危険!!危険!!不要となった不要となった

残っているガスを
　　必ず抜いて

ください

スプレー缶は

みんなで
防ごう 土砂災害
　近年、大雨や台風、ゲリラ豪雨な
どにより、全国各地で土砂災害が
発生し、人命・家屋などに大きな
被害が出ています。
　がけ崩れや土石流、地すべりと
いった土砂災害の前兆現象を知
り、自宅の周囲に危険がないか日
頃から確かめておきましょう。

■「土砂災害警戒情報」ってなに？
降雨により土砂災害の発生の恐
れが高まった場合、大阪府と気
象台が共同で発表している情報
です。市町村単位で発表され (テ
レビなど字幕を使用 )、市町村長
の避難勧告などの判断や住民の
自主避難の判断の目安となる情
報です。

● 土砂災害防止月間6月1日㈭～ 6 月30日㈮
● がけ崩れ防災週間6月1日㈭～ 6 月  7日㈬

がけ崩れ

地中にしみ込んだ水
分により、急斜面が
突然、崩れ落ちる。

土石流

豪雨などにより、石や
砂が水と一体になって
一気に押し流される。

地すべり

雨水が地面にしみ込み、
水の力によって地面が
広範囲に動き出す。

・がけに割れ目が見える。
・がけから小石がパラ
パラ落ちる。
・斜面がはらみ出す。

・濁流付近の斜面が崩
れだす。
・落石が生じる。

・地面にひび割れができる。
・地面の一部が落ち込んだ
り盛り上がったりする。

・表面流が生じる。
・がけから水が噴き出す。
・湧水が濁りだす。

・川の水が異常に濁る。
・川の水位が下がる。
・土砂が流出する。

・沢や井戸の水が濁る。
・斜面から水が噴き出す。
・池や沼の水かさが急
減する。

・樹木が傾く。 ・濁水に流木が混じりだす。 ・樹木が傾く。

・樹木の揺れる音や根
が切れる音がする。
・地鳴りがする。

・地鳴り、山鳴りがする。
・転石のぶつかり合う
音がする。
・腐った土のにおいがする。
・渓流内に火花が発生する。

・樹木の根が切れる音
がする。
・家や擁壁に亀裂が入った
り、擁壁や電柱が傾く。

山
・
斜面
・
がけ

水

樹木

その他

前兆現象

●パソコン、スマートフォンで「おおさか防災
ネット」ウェブサイトから、情報を入手する。

土砂災害の防災情報

ゴミ収集中にスプレー缶（カ
セットコンロボンベ、殺虫剤、ヘア
スプレーなど）に残っていたガス
が原因と思われるパッカー車の
火災が発生しています。

スプレー缶は必ず使い
切ってから風通しの良い場
所で穴をあけていただき、
資源ごみ収集日に出してく
ださい。
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日々の生活の中で体調のちょっとした変化を感じ
た時、みなさんはどうなさいますか？歯とお口の中の
ことでしたら、ぜひかかりつけの「歯科医師」に相談し
てみてください。早期発見、早期治療で美味しく食べ
る健やかな「健口生活」を送りたいものです。

また手術のための入院などで全身麻酔を受けられ
る方はぐらついている歯の処置や、お口のなかの衛生
管理の面で応急処置が必要なところがあるかもしれ
ません。入院すると、意外と歯医者さんに治療をして
もらえる機会は少ないです。

何かある前に、ぜひ歯科で検診を受けて治療しても
らってください。

松田歯科医院　松 田 信 彦

東京都健康長寿医療センター研究所の堀田晴美先生
の「刺激と自律神経メカニズムについて」によると、「身
体への刺激には、歩行などの運動、鍼灸刺激、軽い皮膚刺
激、温度刺激がある。運動は、自律神経調整作用のほか、
筋肉や骨を強くする作用もあるため、無理のない範囲で
習慣化することが望ましく、歩行が困難となった場合や
寝たきりの場合には、鍼刺激などの運動以外の身体刺激
により、身体への刺激を補うことができる。また、高齢者
では多臓器疾患を抱える場合が多く、多剤服用による副
作用が問題となりやすく、身体刺激を活用することは、
薬剤の減少に役立つ」と述べられています。

さらに、「身体への刺激は、認知機能に重要なアセチル
コリンの分泌を海馬や大脳皮質で高め、それによって脳
血流増加作用や神経成長因子分泌作用をもたらし、脳虚
血などによる障害から脳を保護することから、認知機能
低下の予防につながる」と提唱されています。

はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎ 072-958-5764

歯とお口の中のことで
小さな変化に気づいたら

保健福祉部保険年金課
天 王 寺 年 金 事 務 所

☎ 072-958-1111（内線 1720） FAX 072-956-1419
☎ 06-6772-7531 FAX 06-6772-3338

国民年金・厚生年金・船員保険の「年金振込通知書」は毎
年6月に送付されます。（１年間の支払い予定額を記載）通知
書の送付は年1回です。この通知書は各種手続きに必要とな
る場合があるので、大切に保管してください。
※年度途中で支払い金額や金融機関の変更などがあった
場合は、その都度「年金振込通知書」が送付されます。

国民年金は20歳以上60歳以下の方が加入することにな
っていますが、受給資格期間（※原則として最低25年）を満
たしていない方や、年金額を満額に近づけたい方は、60歳
以後も（65歳になるまで）任意で加入することができます。
※昭和41年4月1日以前に生まれた方で、65歳まで加入
しても受給資格期間を満たすことができない方は、70
歳になるまでの間、その期間を満たすまで加入するこ
とができます。

※平成29年8月より受給資格期間が短縮されます。65歳
以上高齢任意加入中の方で受給資格を得た方の保険
料納付は7月で終了となります。

お申し込みには、年金手帳（基礎年金番号の分かるもの）と
金融機関の口座通帳、銀行印などが必要です。必要なものは
人によって異なる場合があるので、詳しくはご相談ください。
※受付は市役所年金担当にて。任意加入は60歳以後加入
を申し出た月からになりますので、ご希望の方はお早
めにご相談ください。

天王寺年金事務所　☎06-6772-7531（代）
㈪～㈮　8：30～17：15（月曜日は19：00まで）
第2㈯　9：30～16：00

※電話は自動音声案内になっています。
※電話は混み合っていますので、つながるまで何度かおか
けなおし願います。

「年金振込通知書」が送付されます（はがき）
－ 大切に保管を！ －

国民年金の任意加入制度

付加年金は毎月の定額保険料に400円を加えて納めるこ
とによって、受け取る年金の額を増やすことができる制度で
す。付加保険料を納めた月数×200円が年間の年金額にプ
ラスされます。
お申し込みは市役所年金担当、または支所まで。年金手帳

（基礎年金番号の分かるもの）と印鑑をご持参ください。加
入は申し込みをされた月からになるので、ご希望の方はお
早めにお越しください。
※400円だけを納めることはできません。また厚生年金加
入中の方や第3号被保険者の方、免除を受けておられ
る方（一部免除を含む）は加入できません。

付加年金について

国民年金（老齢基礎年金）の上乗せとなる、公的な個人年
金です。国民年金保険料を納めている方が加入できる制度
で、年齢に応じた掛金でプランを立てるようになっています。
なお、上記の付加年金と同時にお申し込みは頂けません
のでご注意ください。詳しくは、大阪府国民年金基金へお問
い合わせください。（パンフレットは市役所にもあります。）

☎ 0120-65-4192

国民年金基金とは
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コンビニ

スーパー
マーケット

ガソリン
スタンド

島泉

吉村家
住宅

至 

高
鷲
駅

N

至 恵我之荘 府道（堺・大和高田線） 至 藤井寺

高鷲北
小学校 高鷲北

幼稚園

ふれあいの里
　　島泉集会所

[

所
在
地] 

羽
曳
野
市
島
泉
5-

3-

5

　
　
　
　 

（
高
鷲
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
15
分
）

「吉村家住宅」・・夏の一般公開・・
＜重要文化財＞ 7月15日㈯・16日㈰

＜一般公開＞
[ 日時 ] 7 月 15 日㈯、16 日㈰ 10:00 ～ 16:00
＜特別イベント＞
座談会「歴史遺産の活かし方」
[ 日時 ] 7 月 16 日㈰ 13:30 ～ 15:00
　羽曳野には、世界文化遺産登録を目指す古市古墳群など、
数多くの歴史遺産があります。このような歴史遺産をどのよ
うに保護し、これからのまちづくりに活かしていくのか、み
んなで楽しみながら考えたいと思います。
ゲスト 福田 英人 氏（百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録本部会議）

[ 見学料 ] 500 円
　　　　  ・保存会会員 250 円、中学生以下無料
　　　　  ・小学生以下は保護者同伴
[ 問合せ ] 吉村家住宅保存会（細見）
　　　　  ・メール  k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
　　　　  ・携　帯  080-5328-1137
＜主催＞ 吉村家住宅保存会　＜後援＞ 羽曳野市教育委員会

羽曳野市青少年指導員が委嘱されました。平成 29・30 年度
小学校区 氏　名

古市小学校  浅川多江子、浅野隆史、芋縄秀央、勝田康正、樽井義憲、土屋充康、松尾憲子、松永道久、吉田八重子
古市南小学校  伊須田修、迫川豊彦、杉田隆治、寺本和人、松島信行、山本佐十志
白鳥小学校  岩本正資、川上秀樹、笹本正和、佐藤次夫

駒ヶ谷小学校  浅野喜治、杉本茂樹、立石毅、田中明

西浦小学校  井口優、大畠久美、慶秀千里、甲村圭介、髙野勝子、田中啓造、田中吉則、葉山節夫、丸山栄一、
 森田方彦、和田崇史

西浦東小学校  茨木富美夫、中上敦央、松田大、吉澤則男
羽曳が丘小学校  秋月康子、岡裕史、押川新一、高崎博、田中晴信、寺島直子、二宮博直、野口謙二、村上健、村田好美

埴生小学校  今西昇、馬引正、岡出多申、鬼追博司、繁田ひとみ、新熊一起、徳島和子、原田裕子
埴生南小学校  伊集院稔、入江茂、神田久美子、坂根勝則、鮫島昭徳、芝田安弘、松島保、宮田成規、米田悦子
丹比小学校  石川緑、太田周、塚本則幸、辻靖隆、藤田正人、宮守秀人、森本豊美、山本彰仁
高鷲小学校  池田豊、小林秀隆、竹本忠照、長澤一三、中本幸一、松本正則、山瀬清次郎

高鷲北小学校  小田久美子、倉本雅志、酒見研二、田中義孝、藤高聖子、宮地伸広
高鷲南小学校  竹内圭三、坪井太、難波敬、西田善紀、藤田正雄、藤野正、細川哲、綿鍋嘉良

恵我之荘小学校  上野泰弘、内本令子、梶正人、金山良樹、小山道彰、寺島正明
※青少年指導員は、青少年のグループ活動の育成及び促進、青少年の非行防止及び環境浄化、青少年についての各種相談
など、青少年の健全な育成を図るために活動しています。　　　　＜問合せ＞社会教育課 ☎ 072-958-1111 内線 4460

６月１日は「人権擁護委員の日」
　人権擁護委員は、地域住民の中から法務大臣が委嘱し
た民間の人たちです。地域の皆さんから人権相談を受け、
問題解決のお手伝いをしたり、人権について関心を持っ
てもらえるような啓発活動を行っています。相談は無料
で、秘密は厳守しますので、気軽にご利用ください。
＜問合せ＞ 人権推進課
　　　　　 ☎ 072-958-1111 内線 1053・1054

羽
曳
野
市
の
人
権
擁
護
委
員（
順
不
同
）

氏　名 住　所 電　話
内本　令子 南恵我之荘 072-939-6792
北辻　幾身 東阪田 072-956-9692
二宮　博直 羽曳が丘西 072-958-3674
尼丁　正寄 高鷲 072-953-8985
松井　永徳 通法寺 072-956-1666
疋田　和男 羽曳が丘西 072-958-1764
澤　隆文 伊賀 072-953-3843

山本　良美 河原城 072-954-1524
山本　稔 古市 090-7752-0958

事前申込不要
当日直接お越しください
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

読んでみませんか？

『世界のねこみち』
岩
いわ

合
ごう

 光
みつ

昭
あき

／著　朝日新聞出版
　7 大陸を股にかけ、カメラに収め
た世界の美しい猫たち。『日本のね
こみち』に続く「週刊朝日」連載中
のフォトエッセイ集・第 2 弾。

『御
お か ち

徒の女』
中
なかじま

島 要
かなめ

／著　実業之日本社
　器量は悪いが働き者の、下級武士
の娘・栄

え
津
つ

。実家でも嫁ぎ先でも家
族に苦労させられながら、懸命に生
きてゆく女の一生を描きます。

『ひとりになったライオン』
夏
なつ

目
め

 義
よし

一
かず

／文・絵
福音館書店

　お父さんや
お母さんと離
れて暮らすこ
とになった一

頭のおすライオン。これか
らは自分で獲物をとって生
きていかなければなりませ
んが…。

市内の図書館は全て休館です。
今月の休館日は 6月30日㈮

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 6 月 14 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局（市役所敷地内）
●第 5 回大人のおはなし会
＜主催：おはなしボランティアグループ
　　　　　　　　　　　　　 「はびきの」＞
[ 日時 ] 6 月 3 日㈯ 14:00 ～
[ 場所 ] 陵南の森公民館２階　視聴覚室
[ 定員 ] ブラックパネルシアターほか
※入場無料。どなたでも参加可。

●メール督促のお知らせ
　返却が遅れている方に、メールでお
知らせができるようになりました。
※対象者は、図書館のマイページにメ
ールアドレスを登録している方です。

●読書講演会「子ども時代ってどんな時代？」
＜主催：羽曳野市子ども文庫連絡会・羽曳野市立図書館＞

[ 日時 ] 7 月 8 日㈯ 13:30 ～ 15:30
[ 場所 ] LIC はびきの 大会議室
[ 講師 ] 足立 茂美 氏　　　　[ 定員 ] 70 人
※当日保育をご希望の方は、中央図書館まで
6 月 8 日㈭～ 29 日㈭の期間に申込（電話可、
1 歳半～就学前の子ども対象、７人まで。）

おはなし会（6 月）
東部図書館 14 日㈬ 10:30 ～

羽曳が丘図書館 10 日㈯、24 日㈯ 15:00 ～
古市図書館 17 日㈯ 15:00 ～

中央図書館   4 日㈰、11日㈰、
18 日㈰、25 日㈰ 13:30 ～

丹比図書館 24 日㈯ 10:30 ～

陵南の森
図書館

  4 日㈰、11 日㈰
25 日㈰ 11:00 ～

17 日㈯ 15:00 ～
18 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

数
すう

時
じ

間
かん

前
まえ

まで、いつものように生
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活
かつ

をしていた父
ちち
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たお

れ、救
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父
ちち

にとって最
さい

良
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置
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後
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状
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療
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学
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療
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士
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き

持
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自
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き

持
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立
た
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したいと思
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現
げんざい
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はや

く家
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に帰
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りたい！」

と毎
まいにち

日リハビリを頑
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張
ば

っています。

私
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たち家
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理
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ちち
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っています。

サラダボール

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

無 料

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービス
です。「育児不安がある」「育児ストレスが高い」「家事に困った」などで支援を希望
される方に対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサー
ビスを決定したうえで訪問支援を開始します。詳しくは市役所こども課までお問い
合わせください。

こども課 ☎072-958-1111　（内線1221・1253）

養 育 支 援 訪 問 事 業

病後児保育病後児保育 　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団
生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育
します。

当日利用可能

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎ 072-937-0016 FAX 072-937-5716

㈪～㈮9：00～17：00（電話可）
予約受付時間

通 常 保 育…8：00～18：00まで
（7：30～  8：00
18：00～19：00の延長可能）

当 日 保 育…9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00

（当日利用および延長不可）
※保育園通園児童のみ

利用時間

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

30分：300円　延長利用負担金

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円
※非課税世帯は半額（証明書必要）
※生活保護世帯は無料（証明書必要）
※二人目以降の子どもは半額

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃで遊んだり、広場で砂場遊びもで
きます。午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べま
すよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

当日自由参加

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

○あそびの広場 6月14日㈬　10：00～11：30
「お絵かき・野菜スタンプ」

当日自由参加

○よっといで3才児 6月12日㈪　10：00～11：30  「どろんこあそび」
【対　象】　3歳以上の子どもとその保護者 （平成25年4月2日～平成26年6月30日生まれ）
【場　所】　向野保育園（現地集合解散です）

当日自由参加

●おひさま広場● ～年齢別新事業～ 同じ年齢ならではの広場に遊びに来ませんか。
ひつじさん（2歳児） 6月8日㈭ （平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれのお友だち） 
　10:00～11:30　「どろんこあそび」　向野保育園 （現地集合解散です）
ももんちゃん（0歳児） 6月15日㈭ （平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれのお友だち）

終了後はみんなの広場へご参加くださいね。

○おはなしの広場 6月19日㈪　11：00～11：30 当日自由参加

センター開放時間　10：00～11：30（土日祝日を除く）
※子育て支援センターむかいのは、青少年児童センター（向野3-1-33）

2階でみんなの広場・サークル支援などを行っています。
（連絡先　☎ 090-8880-0058 / FAX 072-953-6361）。青少年児童セン
ターへのお問い合せはご遠慮ください。

○みんなの広場　㈪㈬㈭　就学前の子どもとその保護者
6月8日㈭12日㈪26日㈪の広場はお休みです。
◎6月生まれのお誕生会　6月29日㈭ ◎㈭のみ午後開放･･･15：00～16：15

はびきの子育てネットをご利用ください。

子育て支援センター
メール配信
ＱＲコード

（子育て講座、教室の参加は羽曳野市民に限らせていただきます）
※子育てネットで申し込まれた方は抽選結果をメールで受け取れます。

子育て支援センターの詳しい情報、
子育て講座や教室のお申し込みは

＊すこやか広場　6月16日㈮　MOMOプラザ　10：15～11：30
＊子育てサロン　場所　研徳田ホール

6月1日㈭　10：30～11：30　3、4カ月～１歳前後対象
6月8日㈭　10：30～11：30　1歳前後～1歳半まで対象

11：30～12：00までホールを開放するので、サロン後自由にお使いください。

室内遊び
（ふれあい遊び）

＊1歳親子教室　平成27年4月～平成28年3月生まれ対象
6月15日㈭　10：30～11：30　場所　研徳田ホール

＊2～3歳親子教室　平成25年4月～平成27年3月生まれ対象
6月22日㈭　10：30～11：30　場所　研徳田ホール

＊ぼのぼクッキング　（2～3歳児対象）
簡単な昼食を親子で楽しく作りましょう。
定員：6月1日㈭～先着7組　参加費：250円（当日徴収）
日時：6月29日㈭　10：30～12：00　　持物：エプロン、三角巾
場所：四天王寺悲田院　児童センター研徳田学習室
☎：072-957-7517（悲田院保育園）
お電話でお申し込みください。受付時間9:00～17:00

＊救命救急講座　定員：先着30人
水遊びやプール、海水浴など、もしもの時に役立ちます。
日時：6月24日㈯　9：30～12：30　　講師：柏原羽曳野藤井寺消防本部
場所：悲田院内（児童センター研徳田ホール）
申込・問合せ：☎072-957-7517
※保育ご希望の方は申し込み時にお申し出ください（定員10人）

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

○みんなの広場 ㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者

○わんぱく広場 　㈭　　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）となります。
（※詳しい日程、対象児についてはセンターニュース『てとてと』または

はびきの子育てネットをご覧ください）

○3歳児教室 6月12日㈪　片栗粉でスライム作り 対象児のみ自由参加

○ おでかけ広場 「白鳥児童館であそぼう」 ※現地集合、現地解散。
センタースタッフも行きます。 日時 6月5日㈪10:30～11:30 場所 白鳥児童館（2-9-101）

当日自由参加

○2歳児教室 6月15日㈭　新聞で遊ぼう！！ 対象児のみ自由参加

○双子の広場 6月16日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん
　　　　　　遊びに来てね 多胎児のみ自由参加

○おはなしの広場 6月26日㈪　6月生まれのお誕生会もします。 当日自由参加
○あそびの広場 6月19日㈪　米粉粘土で遊ぼう！！ 当日自由参加

センター開放時間 広　　場　10：00～11：30㈪～㈮（㈯㈰㈷を除く） 
保育室開放　14：00～16：00㈬～㈮（㈷を除く）

※駐車スペースはありません

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

○よちよち広場 　㈬　　0歳から1歳半未満の子どもとその保護者

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館2階プレイルームで
毎月1回、第２㈭におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

こども課

　　受付時間は㈪～㈮の9：00～17：30（㈷、12月29日～1月3日を除く）

☎ 072-947-3837

相談日時
7月13日㈭
15：00
～17：00

6月8日㈭
15：00
～17：00

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

こどものこと、
家庭のこと、
１人でいろいろ
考えてしまうあなた

あなたの悩みをいっしょに
分かち合います

こどものこと、
家庭のこと、
１人でいろいろ
考えてしまうあなた

あなたの悩みをいっしょに
分かち合います

電話番号はおまちがいなく

(直接相談に来ていただいても結構です。)
☎ 072-957-6000

【定　員】　20人（保育付13人　※保育は生後5カ月～）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者、または一般参加希望の方
※申し込み多数の場合は抽選。　※羽曳野市民に限る。

春の事故予防教室　講師：柏原羽曳野藤井寺消防組合

6月20日㈫
10:00～11:30

青少年児童センター
☎090-8880-0058

乳幼児の心肺蘇生法
（ ＡＥＤ実技あり ）

6月5日㈪～9日㈮
支援センターむかいの

電話・窓口・ネット

6月29日㈭
10:00～11:30

子育て支援センター
ふるいち

☎072-958-3308
乳幼児の事故予防

6月12日㈪～16日㈮
支援センターふるいち

電話・窓口・ネット

日　時 内　容 申　込場　所

参加費無料

無 料
【講　師】　山本　典子 氏（心理相談員）
【場　所】　青少年児童センター　２階
【対　象】　1歳児・ぺんぎんさん（H27.4.2～H28.4.1生まれ）の

子どもとその保護者※羽曳野市民に限る※応募多数の場合は抽選。

【日　時】　6月26日㈪10:00～11:30
【定　員】　13組（保育は生後５カ月から）

【申　込】　6月12日㈪～6月16日㈮　子育て支援センターむかいの
窓口・☎ 090-8880-0058または、はびきの子育てネットより申し込み。

年齢別親子教室 一歳児（ぺんぎんさん） 募集 「いやいや期」

ベビーダンス教室募集　抱っこひもを使って赤ちゃんとママのスキンシップダンス
講師　日本ベビーダンス協会　かわむら　あけみ　先生

日　時
場　所

申　込

対　象

むかいの教室
6月23日㈮10:00～11:30

平成28年6月生～平成29年1月生の子どもとその保護者
各15組限定　参加費無料　※応募多数の場合は抽選。
※申し込みは羽曳野市民に限ります。　※首のすわっていないお子様はご遠慮ください。

青少年児童センター
6月5日㈪～9日㈮　子育てネット
または窓口、☎090-8880-0058

（センターむかいの）

6月27日㈫10:00～11:30
子育て支援センターふるいち

6月12日㈪～16日㈮　子育てネット
または窓口、☎072-958-3308

（センターふるいち）

ふるいち教室

【対　象】　平成29年1月生まれ～3月生まれの子どもとその保護者　10組
【申　込】　6月5日㈪～9日㈮ 
はびきの子育てネット ・窓口・電話(072-958-3350)にてお申し込みください。
※申し込みは羽曳野市民に限ります。※応募多数の場合は抽選になります。

こもも教室　募集

子育て支援センターふるいち ☎ 072-958-3350

「ベビーマッサージ教室」と「赤ちゃんの育ち」の
２回セットの教室です。

無 料
講　師テーマ日　時

6月30日㈮　10:00～11:30 赤ちゃんの育ち 市保健センター保健師

6月23日㈮　10:00～11:30 ベビーマッサージ
（育児相談） 松永 幸枝 氏　（助産師）
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●こどもステーション 6月の予定 ～乳幼児から高齢者までが集う場～

詳細はお問い合わせください。 

ママの
おしゃべりサロン23日㈮ 10：30～12：00 参加費：無料　子育てや家族のことなど一緒に考え

ましょう。どなたでもどうぞ。

1日㈭ ひとりで悩まないで
相談室

参加費1人１時間まで3,000円 （会員半額）
※初回無料10：30～12：00

事 前 予 約

おやおやくらぶ 10：45～11：30㈮
2・9・16日

9日おやつをつくろう　16日つくってあそぼう　参加費無料
ほっとタイム㈪～㈮10:00～16:00　参加費無料(弁当持参可)

図工くらぶ 13：30～15：003・17日㈯ 会費：月2回　1人2,500円　（教材費別途）　
対象：幼児～大人　どなたでも　（体験有）

英語であそぼう 14：00～15：0010日㈯ 英語のうたや絵本、ゲームから身近に英語にふれよう！

6・20日自力整体
　(自分の力で介護不要の身体を作りましょう)
19日手編み講座　22日はがき絵講座
参加費：1,000円(要会員登録、材料費別途)（体験有）

大人の講座 15：00～16：30
14：00～16：00

6・20日㈫
22日㈭
19日㈪

こどもたちの居場所（保険・食事代200円、要予約）小・中学生親子連れの方もどうぞ
学習支援とこども食堂。働くお母さんもこどもと一緒に食事しましょう。

こどもの
ふれあい広場 17：00～20：00

㈮
2・9・16
23・30日

「じゃがいも掘り(予定)」
参加費：大人700円　3歳～小学生 500円農業体験 10：00～13：0011日㈰ れんげ農場

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）　☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）

11：00～16：00手づくりマーケット22日㈭
23日㈮

無農薬野菜、手づくりパンやクッキー、お惣菜、手づ
くり品などを販売しています。

さんすう
科学くらぶ

11：00～12：00
（午後の場合もあり）

「不思議、発見、おもしろ～い」がモットー！検定も行います。
費用：月3，000円（教材費別途） 対象：幼児～（体験有）　

㈯
3・10・17・24日

kiMaMaカフェ
毎週
㈬㈮

12：00～13：30
親子連れから高齢者までのふれあいレストラン。(デ
ザート・飲み物付き)予約があれば他の日も承ります。
歌おう会もご一緒に(第１㈬・第４㈮)

10：00～16：00一時保育
（乳幼児、学童）㈪～㈮

乳幼児：500円/h～　学童：300円/h～
※前日までにご予約ください。要登録
㈯㈰㈷・時間外保育、送迎もできます。
きょうだい割引有り。

こども
ステーション

● あいあいルーム つどいの広場　6月

◎子育て何でも相談　㈪～㈮　10：00～16：00
　子育てに関する悩みや不安、何でも気軽に相談してください。
◎就労相談　子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　毎月第2㈫　10：00～12：00
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016  FAX 072-937-5716

あそびにおいでよ！（開放日） ㈫㈬㈮ 10：00～16：00
自由に遊びにきてください。

♥毎㈫は、ママたちのおしゃべりタイム♥
10：00～12：00まで、スタッフが入って遊びます。

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽曳が丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵我之荘

白 鳥

幼稚園名

た ん ぽ ぽくら ぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴ よ ぴ よ くら ぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
に こ に こくら ぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359

電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「園庭で一緒に遊ぼう」
「一緒に遊ぼう」
「どろんこ遊びをしよう」
「お外で遊ぼう！」

「元気にあそぼう」
「泥んこ遊びをしよう！」

「泥んこ遊びをしよう！」

「一緒に遊ぼう」
  6月27日㈫
  6月21日㈬

  6月13日㈫
  6月15日㈭

  6月14日㈬

「一緒にあそぼう！」
  6月  5日㈪ 9：30～10：30

「砂場であそぼう！」  6月15日㈭ 9：30～10：30

9：30～10：30
「どろんこ遊びをしよう」  6月13日㈫ 9：30～10：30
「園児と一緒にあそぼう（園庭であそぼう）」  6月  7日㈬ 10：00～11：00

  6月23日㈮ 10：00～11：00

10：00～11：00

  6月  6日㈫ 9：00～10：00
「砂遊びをしよう」13：30～14：30  6月  2日㈮
「なかよし☆リズムあそび」  6月12日㈪ 10：00～11：00

9：30～10：30
9：30～10：30

  6月  8日㈭ 10：00～11：00

10：00～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全は保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）をご希望の方は、事前に保育園へご連絡ください。

保育園名 電話（市外局番072） 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

坂 門 ヶ 原 956-6246 10日㈯ 雨天中止　10：00～11：30 開園中常時9:00～17:00（要予約） 2日㈮　「赤ちゃん体操」　
陽  気 954-9630 月～金13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30毎週㈪㈫㈭ 開園中常時 20日㈫10:00～感触あそび（かんてん）

誉  田 958-2525 第2・4㈯ 10：00～11：30 ※6月～8月は工事のため、八幡宮側の駐車場へおまわり
ください。

郡  戸 938-5280 第2㈫ 10：00～11：00

は び き の 958-3328 16日㈮　園庭あそび　（雨天時は運動あそび）
島  泉 953-4624 9日㈮10:00～ 「新聞紙で遊ぼう」子育てサロン
軽  里 958-3338
下 開 958-3318

四天王寺悲田院 956-2985 毎週㈫㈮（16日を除く）10：00～11：30 第2㈫リズム・第4㈫お絵かき（園庭開放時）

ベビーハウス社協 930-0240 ベビっこひろば7日㈬　11：00～12：00

毎週㈫㈭ 15：15～16：45高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234

12日㈪10：00～10：40マイケルと遊ぼう！
（要予約）2～5歳児の親子
１5日㈭10：30～11：00親子リズムdeあそぼう

（1～5歳児の親子）予約不要(先着20組）
※園開放も同時開催10：00～11：30

毎週㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 953-2071

あ お ぞ ら 950-1105 22日㈭ 10：00～11：00 10：00～11：30　げんきっこくらぶ(0～3歳児の親子・予約不要)
8日㈭あおぞら広場　15日㈭園内探検

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒をお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。　●うわぐつをお持ちください。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

内 容時　間開催日
10：30～

11：309日㈮ かきくけ子育て！　子育ての素朴な疑問を保
健師さんと話しましょう！！

10：30～
11：3013日㈫ えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、

お誕生日会（6月生まれ）、工作をします。

10：30～
11：3015日㈭ おもしろ歯医者さんのためになる話

こどもの歯について学びましょう！！

10：30～
11：3027日㈫ えほん・あらかると

絵本の読み聞かせとリズム遊びをします。

● つどいの広場　カンナ

開放日　㈪㈬㈮（㈷休み）
　10：00～12：00

　　　　　　　　　　　　14：00～16：00

ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ
羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

10：30～11：30　参加自由　無料2日㈮

16日㈮

23日㈮

26日㈪

小麦粉ねんど遊び

父の日制作

ポップコーンを作って食べよう

栄養士さんの食事相談会

● くるみ ～＊手をつなぐ子育て＊～

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1
☎ 072-957-3282　http://kosodate-kurumi.com

※12：00から園児は、昼寝になります。12:00～14:00は、静かに
休息の時間としてお使いください。

園庭開放：㈫㈬㈭　10：00～16：00

費　用内　容時　間事業名開催日

13日
㈫ 要予約

大人600円
子ども400円

給食体験 11：30～
12：00

限定3組。親子でくるみの食事を食べて
もらいます。野菜たっぷりで和食中心の
薄味の食事をたべてみませんか。

14日
㈬

要予約
離乳食付

子ども400円

赤ちゃん
あそぼう

＆給食体験

9：30～
11：00

赤ちゃんの生活は一部分をとりだして、見て
いくことは出来ません。睡眠、遊びなどにつ
いて気軽に相談してみませんか？

10：00～
11：00

予約不要
無料

2歳の誕生日を過ぎた子を対象にし
たリズムあそび。（動きやすい服装、
時間厳守でおこしください）

リズム
遊びの会

17日
㈯

9：30～
14：00

くるみの生活（遊び、リズム、食事）
を体験した後、午後より懇談（12：
30～14：00）を行います。

要予約
大人900円

子ども600円
体験保育
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00

■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
☎06-6765-3650

（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・

携帯電話・PHS）
☎06-6582-7119

　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料で受けられます。
乳がん検診のみ自己負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者は無料（生活保護受給証明書が検診当日必要です。）

集団検診 ( 健診 )・各種教室は健康増進課 ( 保健センター ) まで、 電話もしくは来所にてお申し込みください。
定員になりしだい締め切ります。（※個別検診は各医療機関へ直接申し込み）対象者は各種がん検診・歯科健診とも年度内に 1 人
1 回となります。☎ 072-956-1000（※ FAX での申し込みはできません）

～ 骨と歯を大事にしていますか？～
骨密度測定と歯科健診を同時に受けることができます。
健診は事前予約が必要です。

【個別健診】
※昭和 56・51・46・41・36・31・26・21 年生まれの方は指定医

療機関でも成人歯科健診を受けることができます。
※指定医療機関は受診券に記載。

【集団健診】
今の歯と骨の状況や正しい歯の磨き方、
骨密度の改善方法など。

A 骨
こつ

コツ・歯
は

ピカ健診
[ 対象者 ] 昭和 56・51・46・41・36・31年

生まれの方限定

日程 6 月 15 日㈭

B 骨・歯セット教室 
[ 対象者 ] 65 歳以上の方（受診券が届いてなくても受診可）

日程 6 月 2 日㈮ 9 月 22 日㈮
A・B ともに、会場は保健センターです。事前予約が必要です。

5/31㈬～6/6㈫は禁煙週間
たばこバイバイ！「健康」倍倍！
禁煙したい方は、保健センターへご相
談ください。
禁煙外来を実施している医療機関の紹
介もしています。

乳がん・子宮がん
※平成 29 年度分より乳がん子宮がん検

診の対象者は和暦 ( 元号 ) から西暦に
変更しています。

7 月 6 日㈭　陵南の森

9 月 8 日㈮　保健センター★

※乳がんは受診時満40 歳以上、
子宮がんは受診時満20 歳以上
の西暦偶数年生まれの方が対象
です。（今年度に限り1989 年以
降の西暦奇数年生まれも対象で
す。）受診には受診券（オレンジ
色のはがき）が必要です。

※定員になりしだい、締め切ります。

乳がん・子宮がん

6 月 11 日㈰　市役所別館◎

◎は働く世代・学生を優先

胃がん・肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

7 月

  3 日㈪　陵南の森

19 日㈬　保健センター

21 日㈮　保健センター

9 月

  4 日㈪　MOMO プラザ

  7 日㈭　保健センター

20 日㈬　保健センター

27 日㈬　コロセアム

28 日㈭　石川プラザ

胃がん・肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

6 月

23 日㈮　保健センター

27 日㈫　保健センター

29 日㈭　保健センター

＜集団検診＞7 月～ 9 月分を 6 月 6 日㈫から受け付けします。
★検診方法の詳しい内容は健康だより・ウェブサイトをご覧ください。

★ は午後から一時保育(未就学児)あり。また骨密度測定も受けることができ
ます。予約時に申し出てください。

6月分受付中

＜

無
料

＞

ＨＩＶ即日検査 ［抗体検査］ 毎週水曜日
[ 匿名可・予約不要 ]   9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

風しん抗体検査

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

＜予約制＞
（こころの病気、アルコール依存症など）

医療機関に関する相談 毎週月～金曜日   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水） ＜予約制＞

依頼の際は、お問い合わせください。室内空気検査
（ホルムアルデヒド・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、

サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）
毎週月～水曜日  9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
＜予約制＞

毎週月～木曜日  9:30 ～ 12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

がん検診は
  あなたを守る大切な検診です

◆定期健康相談・栄養相談 6 月 14 日㈬ 午前中 ※要予約

チョイス DE
あなたにあった運動栄養スタイル

[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民　[ 定員 ] 各 20 人

医師メニュー
①学ぶ DE メタボ 7 月 7 日㈮

13:30 ～ 15:30

②学ぶ DE 乳がん 11 月 22 日㈬
13:30 ～ 15:30

運動メニュー

③筋トレ DE シェイプアップ 7 月 14 日㈮
13:30 ～ 15:30

④スクエアステップ DE 脳トレ 9 月 28 日㈭
13:30 ～ 15:30

⑤学ぶ DE ウォーキング
　（峰塚公園）

11 月 2 日㈭
13:30 ～ 15:30

栄養メニュー

⑥学ぶ DE 831（やさい）
食物せんい

7 月 19 日㈬
10:00 ～ 12:00

⑦学ぶ DE だし・減塩術 10 月 20 日㈮
10:00 ～ 12:00

歯科メニュー ⑧学ぶ DE お口の健康 9 月１日㈮
13:20 ～ 15:30

※詳しくはチラシまたはウェブサイトをご覧ください。

受付中！

5月31日は
世界禁煙デー
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が

届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児健康診査
（金曜日 実施）

6 月 16 日 平成 29 年 2 月1日～15日生まれ

6 月 30 日 平成 29 年2 月16日～28 日生まれ

7 月 14 日、28 日 平成 29 年 3 月生まれ

１歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

6 月 20 日、21 日 平成 27 年 11 月生まれ

7 月 25 日、26 日 平成 27 年 12 月生まれ

２歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

6 月 13 日、14 日 平成 26 年 12 月生まれ

7 月 11 日、12 日 平成 27 年 1 月生まれ

３歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

6 月 6 日、7 日 平成 25 年 12 月生まれ

7 月 4 日、5 日 平成 26 年 1 月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）に電話予約の上、受付時間
(13:25) にお越しください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成 29 年度健康だより」、
市ウェブサイトをご覧ください。

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜あじさいコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 6 月 19 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 7 月 13 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心とからだの準備

3 回目 7 月 22 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 7 月 27 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 29 年 9、10 月出産予定の方を優先します。
※全４回の参加が難しい場合は、第3回のみの参加が若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」（妊婦さんとの交流会含む）◆
[ 定　員 ] 15 組　※予約制
[ 日　時 ] 7 月 27 日㈭ 14:00 ～ 16:00
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 場　所 ] 羽曳野市保健センター 4 階　機能訓練室
　ベビーの身体計測・ママの体調・育児の困りごとなど助産師・
保健師が相談に応じます。保育士による絵本の読み聞かせ、遊び
の紹介などを予定しています。
※上のお子さんの保育はありません。

◆離乳食講習会◆　（保育あり・先着 15 人）　※予約制
[ 日　時 ] 6 月 29 日㈭・7 月 21 日㈮のいずれか 1 日

13:00 ～ 15:30
[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児の

保護者 ( 講習会の対象となるお子様のみ保育対象 )
[ 受講費 ] 無料
[ 会　場 ] 保健センター　3 階栄養指導室

◆ことばの相談◆　※予約制
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受け
します。

虫歯予防デー 6 月 4 日～ 6 月10 日は歯の衛生週間です。
「健康も楽しい食事もいい歯から」

歯は食べ物を摂取するだけでなく、噛むことによって脳細胞を活性
化させる、だ液の分泌を促し、抗菌作用を高める、発音を助けるな
ど、人の成長や体を守るための効果もあり、私たちが日常生活を送
る上でとても大切な役割を担っています。生涯のパートナーとして
歯と上手につきあっていくことが大切です。 

◆キッズクッキング◆　（先着 10 組）
楽しくおやつ作りをしませんか？
[ 日　時 ] 8 月 2 日㈬、8 月 7 日㈪のいずれか１日

13:00 ～ 15:00
[ 対　象 ] 4 歳～就学前までの幼児とその保護者 

（対象外のお子さんはご遠慮ください）
[ 受講費 ] 無料

◆親子クッキング◆　（先着 10 組）
楽しい食育のお話や調理実習を一緒に行います。
[ 日　時 ] 8 月 3 日㈭、8 月 4 日㈮のいずれか１日

10:00 ～ 13:00
[ 対　象 ] 小学生の子どもとその保護者 

（対象外のお子さんはご遠慮ください）
[ 受講費 ] 1 組（親子 2 人）500 円 

子ども 1 人追加につき＋ 200 円

◆元気いっぱい！おやこ DE 健康づくり◆
～夏休み４つの体験しませんか？～　（先着 10 組）
詳しくはチラシまたはウェブサイトをご覧ください。
[ 対　象 ] 小学生とその親（孫と祖父母での参加は不可）

（対象外のお子さんはご遠慮ください）
●１日コース

① 7 月 24 日㈪
10:00 ～ 15:30

「おやこ DE ビュー
お昼ご飯作り（調理実習）」

「おやこ DE キラリ☆
よい歯づくり（歯科健診）」

保健センター

② 7 月 30 日㈰
10:00 ～ 12:00

「おやこ DE 健康づくり」
「おやこ DE バランス改革（運動）」

市役所別館
健康ライフ室

● 2 日コース

8 月 23 日㈬
10:00 ～ 12:00

「おやこ DE 健康づくり」
「おやこ DE バランス改革（運動）」

市役所別館
健康ライフ室

8 月 24 日㈭
10:00 ～ 15:30

「おやこ DE ビュー
お昼ご飯作り（調理実習）」

「おやこ DE キラリ☆
よい歯づくり（歯科健診）」

保健センター

◆きらり☆わたしの美活◆　（先着 20 人）
～いつか学びたかった！女性の健康づくりのホント～
[ 日　時 ] 12 月 4 日㈪　10:00 ～15:30（保健センター）
[ 対　象 ] おおむね 30 歳代～ 50 歳代の女性
[ 内　容 ] 「キラリ☆健康」　「キラリ☆美ボディー改革（運

動）」「キラリ☆ベジ改善（調理実習）」「キラリ☆
口からはじめるアンチエイジング（歯科健診）」　
を1日で！これであなたも美ボディーへ

食中毒を防ぎましょう！
食中毒をおこす主な細菌と原因食品

食中毒予防の３原則
①菌をつけない　十分な手洗い、調理場・調理器具の衛生を

心がける
②菌を増やさない　期限・保存方法を確認、冷蔵庫に食品をつめ

すぎない、調理後はできるだけ早く食べる
③菌をやっつける　中心部まで十分加熱する

カンピロバクター 生の鶏肉、牛レバー
サルモネラ菌 卵、肉類

黄色ブドウ球菌 おにぎり、生菓子類
腸管出血性大腸菌 (O-157 など ) 生肉、井戸水

6 月 7 日㈬　申し込み開始！
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・ ・・・・・街かどから

第 39 回羽曳野市少年軟式野球連盟主催
羽曳野市長杯大会

　4 月 2 日～ 16 日にかけて、石川第 4 グラウンドで開催
された同大会の結果は下表の通りです。

Ａクラス Jr クラス
優　勝 羽曳野イーグルス ホワイトベアーズ
準優勝 羽曳野ブラックイーグルス 羽曳野イーグルス
第３位 ホワイトベアーズ 島泉ファイブボーイズ

バトントワーリングで二冠！
　羽曳野市在住の中学 1 年生古

こ げ
家花

はな
さんが、3 月に石川県

で開催された「第 42 回全日本バトントワーリング選手権
大会」に出場し、ソロトワール（女子 U-12 部門）、ソロス
トラット（U-12 部門）のいずれも第 1 位に輝き、見事な成
績を収められました。（※出場時、古市南小 6 年、バトン
スタジオ WIZ 所属）

「より難易度の高い
技をマスターして、
世界大会で個人優勝
することが目標です。」
と頼もしい花さん。
ご活躍を期待してお
ります。

6 月 4 日は虫歯予防デー
　4 月 13 日㈭、「第 66 回全大阪よい歯のコンクール羽曳
野市地区予選会」（主催：大阪府歯科医師会など）が保健セ
ンターで開催されました。３歳６か月児健康診査を受けた
770 人の中から、元気な歯を持つ親子 11 組が選出されま
した。市歯科医師会の
木下先生による審査
の結果、最優良親子に
伊達颯人くん親子（羽
曳が丘）が選ばれ、全
大阪よい歯のコンクー
ル中央審査会への参加
権が得られました。

第２回羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会春季大会結果
　４月 10 日㈪、中央スポーツ公園で同大会が開催され、
約 330 人が参加しました。結果は下表のとおりです。

男子の部 女子の部
優　勝 林 武男 後藤 典子
準優勝 田中 農三 足立 敬子
第３位 安井 睿男 川野 春恵
第４位 寺西 柳一 西脇 敏子
第５位 森田 安芳 麓 松子

　（敬称略）

みんなの願い「交通安全」
　４月７日㈮、「交通安全市民大会」が藤井寺市民総合会館
で開催されました。交通事故防止活動優秀地区・優秀小学
校に表彰状、また、交通安全活動功労者には感謝状が贈られ、
交通安全を誓う大会宣言で、最後を締めくくられました。
＜交通事故防止活動（優秀表彰）＞
古市小学校および校区の町会、駒ヶ谷小学校および校区の町会
＜交通安全活動功労者（感謝状）＞
王寿会下校パトロール隊、北王水町会、八幡惠美子、仲村
育子、家永宜昭、田中靖了（※敬称略）

守ろう、交通のルールとマナー
　４月 13 日㈭、交通安全街頭キャンペーンを古市駅前、
古市南小学校、古市南幼稚園にて実施しました。多くの方
にご参加いただき、『安全・安心・快適に暮らせるまち』の
実現を目指し、「交通ルールの徹底」と「交通マナーの向上
｣ を呼びかけました。

介護相談員の委嘱状交付式を実施
　4 月 20 日㈭、新たに介護相談員となった 20 人の方々
の委嘱状交付式を行いました。（任期：平成 31 年 3 月 31
日まで）同相談員は、専門の研修を受けた市民ボランティ
アで、チームで高齢者介護施設を訪問します。入所者の施
設での生活の様子や要望、不満などを聞きと
り、施設に対して助言・提案を行い、施設と
利用者の良き「橋渡し役」として活躍されて
います。また、当市での介護相談員派遣事業は、
平成 14 年からの取り組みとなります。

介護相談員キャラクター「クーちゃん」

▲

第７回羽曳野 GGC グランドチャンピオン大会
　4月14日㈮、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場にて、
月例大会（昨年度）の上位 72 人で行う同大会が開催されまし
た。上位の方にはスポーツサンビーム様から、グラウンドゴ
ルフ用品（株式会社ニ
チヨー製）の景品が贈
られました。
優　勝 宗岡 和俊 49
準優勝 比奈本 一枝 53
第 3 位 安井 睿男 54

（敬称略、数字は合計打数）

（Ａクラス）羽曳野イーグルス　　　　 （Jrクラス）ホワイトベアーズ

4 月 21 日、市役所にて

▲
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こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当までお問い合わせください。
☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　メール kouhou@city.habikino.lg.jp

ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

第 9 回グリーンフェスタはびきの軽トラ市 in 駒ヶ谷
　4 月 29 日㈷、コロコロふれあいパークで同フェスタを
開催しました。当日は、サクランボ苗木などの配布をはじめ、
ステージイベントや軽トラ市、歴史ウォークの同時開催な
ど、お楽しみが盛りだくさん。約 4,000 人の方が訪れ、み
どりの大切さを共有するひとときとなりました。

白鳥伝説はびきの祭
　5 月 5 日㈷、「第 42 回はびきの市民フェスティバル」が
峰塚公園をメイン会場に、盛大に開催されました。当日は、
好天に恵まれ、巨大迷路や空中展望台ほかたくさんの催し
を、来場者約 40,000 人の方に楽しんでいただけました。

生産者自慢の羽曳野産
　5 月 10 日㈬、市役所敷地内で「農産物品評会」が行われ、
会場には生産者自慢の農作物が多数並びました。厳正な審査
により特別賞を受賞したのは、羽曳野が誇る “なにわの伝統
野菜” の碓井豌豆となりました。また、その後の即売会では
新鮮な野菜などを買い求める方々で賑わいました。

緑の少年団（活動報告）
　4 月 29 日㈷「第 9 回グリーンフェスタはびきの軽トラ市
in 駒ヶ谷」、5 月 5 日㈷「第 42 回は
びきの市民フェスティバル」、両イベ
ントにて日頃の活動内容の発表や緑の
募金活動を行いました。また、熊本地
震の被災地支援のため、集まった金額
の一部を寄付させていただきました。

苗木の無料配布

園児らのダンスバルーン

コーダイガーショー

空中展望台からの眺め わんぱく相撲

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 翠鳥園 >< 軽  里 > < 羽曳が丘 >
　母親の和世さん
　　    撮影

  母親の恵利さん
　　  　撮影 母親の安裕子さん

　  　  撮影

中
なか

田
た

  愛
あい

菜
な

ちゃん西
にし

野
の

  美
み

来
く

ちゃん

（左）昊
そら

ちゃん（5歳）

（右）田
た

村
むら

 啓
けい

真
ま

ちゃん

平成平成 年年 月月 日 生まれ日 生まれ 2828 19139
平成 年 月 日 生まれ27 3

笑顔のすてきな女の子にな～れ♡笑顔に毎日癒されます。大きくなぁれ♪ 優しいおねいちゃんに♥たくましい男の子に♥

23
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支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター
(老人福祉センター・
　公民館・図書館）

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）

人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ
（中央スポーツ公園）
時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟
(休業日：毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場
（休業日：毎週木曜日、年末年始）
茶山テニスコート
（土・日・祝日のみ）

☎072-955-0583
℻072-930-2144
☎072-958-2311
℻072-958-2312
☎072-950-5500
℻072-950-5505
☎072-937-3123
℻072-937-3124
☎072-958-2340
℻072-958-3614
☎072-952-2751
℻072-952-1303

☎072-931-1900
℻072-931-2112
☎072-957-5553
℻072-957-5580
☎072-937-2355
℻072-937-2388
☎072-950-2002
℻072-958-9110
☎072-956-1000
℻072-956-1011
☎072-955-4556
℻072-955-7042
☎072-952-0032
℻072-937-8580
☎072-957-4900
℻072-957-4900
☎072-958-0050
℻072-956-7867
☎072-959-3567
℻072-959-3568
☎072-942-6647
℻072-942-6647
☎072-957-6900
℻072-957-6910
☎072-958-3308
℻072-958-3350
☎072-953-6361
℻072-953-6361
☎072-952-0033
℻072-952-0033
☎072-958-2306
℻072-958-1082
☎072-958-2315
℻072-958-3853
☎072-959-0555
℻072-959-0333
☎072-958-0119
℻072-958-9900
☎072-952-1234
℻072-952-2531
☎072-955-4181
℻072-939-6479
☎072-954-2601
℻072-938-8591
☎072-976-3333
℻072-976-3331
☎072-975-2580
℻072-975-2577
☎072-950-6611
℻072-950-3888
☎072-959-8836

主な公共施設 新築・増築家屋の実地調査
　新築・増築された家屋の固定資産税額を算出するため、実地調査を行っています。
家屋全体（収納スペースを含む）が調査の対象となりますので、ご理解とご協力をお
願いします。なお、登記申請をされずに家屋を新築・増築・取壊したときは、届出書
の提出が必要です。
 �実地調査は、事前に日程を通知した上、身分証を携帯した評価補助員（税務課職員）が行います。
 不審に思われたときは、身分証を確認していただくか、税務課までお問合わせください。
受付・問合せ　税務課 固定資産税担当　市役所本館１階⑨⑩窓口
　☎ 072-958-1111　内線1540・1550

市民税のお知らせ
■市・府民税普通徴収の納税通知書および納付書の発送
　　「市・府民税納税通知書および納付書（普通徴収）」は 6 月 6 日㈫に発送を予
　定しています。ただし、非課税の方は発送されません。
 ［主な税制改正］
　・給与所得控除の見直し（上限額の引き下げ）
　　�　給与所得控除が見直され、給与所得控除の上限が適用される給与収入が平

成 28 年分は1,200 万円（控除額 230 万円）に、平成 29 年分以後は1,000
万円（控除額 220万円）に引き下げられます。（平成 26 年度税制改正）

　・日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の書類の添付等の義務化
　　�　日本国外に居住する親族（国外居住親族）に係る扶養控除等の適正化により、

所得税の確定申告や個人住民税の申告などで国外居住親族に係る扶養控除等
（16 歳未満の扶養親族を含む）の適用を受けるものは「親族関係書類及び送金
関係書類を添付又は、提示しなければならない」とされました。（平成 27 年度税制改正）

　　※詳細は国税庁ウェブサイトをご覧ください。
 ［平成 29 年度 市・府民税の証明書発行］
　　平成 29 年度 市・府民税の所得・課税（非課税）証明書は 6 月1日㈭ 9:00 か
　ら発行できます。（市役所・支所での発行については免許証などの身分確認がで
　きる書類が必要です。手数料は1通 200 円です。）
　《コンビニ交付サービスをご利用の場合※》 セブン‐イレブン、ローソン、サークル
　Kサンクス、ファミリーマート、ミニストップで発行ができます。
　※サービス利用登録をした住民基本台帳カードまたは利用者証明用のマイナンバーカードが必要です。

■平成 29 年度 市・府民税を公的年金から特別徴収（年金の支給額からの天引き）
　される方へ
①平成 28 年度から引き続き公的年金から特別徴収されている方
　　平成 29 年度は納税通知書のみ発送。納付書は同封していません。徴収につ
　いては、平成 28 年の公的年金に係る年税額の2 分の1にあたる税額を平成 29
　年 4 月・6 月・8 月の 3 回に分けて仮徴収し、平成 29 年度の公的年金に係る年
　税額から仮徴収額を差し引いた額を10月・12月・翌年2月に分けて本徴収します。
②平成 29 年 4 月1日までに 65 歳になられた方および平成 28 年度中に市・府
　民税が変更となり公的年金からの特別徴収が中止となられた方
　　平成29 年10月より受給される公的年金から特別徴収されることになります。
　　公的年金に係る年税額のおよそ半分の税額を普通徴収1期・2 期で納めてい
　ただき、残税額は10 月・12 月・翌年 2 月の年金受給日に特別徴収される予定です。
　※公的年金の受給額などにより特別徴収されない場合があります。
問合せ　税務課 市民税担当　☎ 072-958-1111　内線1520・1530・1580

親族関係書類
 ①戸籍の附票の写し、国または地方公共団体が発行した書類、国外扶養親族のパスポート
 ②外国政府または国外の地方公共団体が発行した出生証明書や婚姻証明書など
送金証明書類
 外国送金依頼書の控えまたはクレジットカードの利用明細書など
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羽曳野市議会議員一般選挙
　任期満了（平成 29 年 9 月 29 日）
による羽曳野市議会議員一般選挙の
選挙期日等を、選挙管理委員会で決
定しました。
選挙期日の告示日 9 月 3 日㈰

選 挙 期 日 9 月10 日㈰
開 票 日 時 9 月10 日㈰ 21:00 ～

開 票 場 所 市民体育館
（西浦1047 番地）

議 員 定 数 18 人
■立候補予定者説明会
　日時  8 月2日㈬　14:00 ～
　場所  市役所別館 3 階会議室
問合せ　選挙管理委員会事務局
　☎ 072-958-1111  内線 4610・4620

人権相談窓口の広域連携
　子ども、女性、高齢者の人権など暮
らしの中で起こる人権に関する相談
にお応えします。だれにも話せず悩
んでいたり、どこに相談していいのか
困っている方は、ご相談ください。
■羽曳野市に在住の方でも、次の相
　談窓口がご利用できます。
柏原市「人権いろいろ相談」
　毎日（㈯㈰㈷除く）9:00 ～17:00
　柏原市役所人権推進課
　☎ 072-972-6100
藤井寺市「人権悩みの相談室」
　㈪㈫㈬㈮㈯ 9:00 ～12:00、13:00 ～16:00
　藤井寺市立市民総合会館３階
　（パープルホール 3 階）☎ 072-939-1118
大阪狭山市「人権いろいろ相談」
　毎日（㈯㈰㈷除く）9:00 ～17:30
　大阪狭山市役所市民相談・人権啓発グループ
　☎ 072-366-0011
羽曳野市「総合相談」
　毎日（㈯㈰㈷除く）9:00 ～17:00
　人権文化センター（地域人権協議会）
　☎ 072-937-0860

後期高齢者医療　高額療養費制度の見直し
　高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよ
う、医療機関の窓口において、医療費の自己負担後、月ごとの自己負担限度額（※1）
を超えた部分を、事後的に保険者から償還払い（※ 2）される制度です。

（※1）自己負担限度額は、被保険者の所得に応じて設定されます。
（※ 2）��入院の場合や同一の医療機関での外来の場合、医療機関の窓口での支払いを自己負 

担限度額までにとどめる現物給付化の仕組みが導入されています。平成 29 年 8 月と
平成 30 年 8 月からの2 回に分けて、自己負担限度額の改正が行われます。（下表）

■自己負担限度額とその判定基準（平成 29 年 8 月～）
所得区分 負担

割合
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
課税所得

145万円以上 3 割 57,600 円 80,100 円＋１％ （注 1） （44,400 円）（注 2）

一般
1割

14,000 円（年間14.4 万円上限） 57,600 円（44,400 円）（注 2）

低所得Ⅱ （注 3） 8,000 円 24,600 円
低所得Ⅰ （注 4） 15,000 円

 （注1）医療費が 267,000 円を超えた場合は、その超えた分の１％が加算されます。
 （注 2）（　）内の金額は年３回以上該当した場合の 4 回目以降の額。
 （注 3）低所得Ⅱとは、同一世帯の方全員が住民税非課税で、低所得Ⅰ以外の被保険者。
 （注 4）低所得Ⅰとは、同一世帯の方全員が住民税非課税で、その世帯全員の個々の所得
　　　が０円となる被保険者（公的年金等控除額は 80 万円として計算）または同一世
　　　帯の方全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している被保険者。
　※入院時の食事代や差額ベッド代等保険診療外の費用は含みません。
　※月の途中で75 歳になった方は、その誕生月については、誕生日前に加入していた医
　　療保険制度と誕生日後の後期高齢者医療制度における自己負担限度額が、それぞ
　　れ通常月の２分の１になります。
問合せ　大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課　☎ 06-4790-2031
　　　　市役所 保険年金課 後期高齢給付担当　☎ 072-958-1111　内線1741・1744

国民健康保険・後期高齢者医療制度の保険料算定のための申告勧奨
　税法上、申告義務がない方であっても、国民健康保険料・後期高齢者医療保険料
決定等のために申告をお願いする場合があります。対象の方にはがき、または封書
にてお知らせしますので、案内に沿ってお届けください。国民健康保険・後期高齢者
医療保険の加入者でなくても、加入者のご家族の申告が必要となる場合があります。
　※確定申告などを行った場合でも、時期によっては行き違いで、所得申告の案内を送
　　付する場合がございます。ご容赦ください。
問合せ　保険年金課　
　　　　☎ 072-958-1111　内線（国保）1740・1760、 （後期高齢者医療）1741

平成29年工業統計調査を実施します
（経済産業省・大阪府・羽曳野市）
　工業統計調査は、我が国の工業の実
態を明らかにすることを目的とした、統
計法に基づく報告義務がある重要な統計
です。調査結果は中小企業施策や地域振
興などの基礎資料として利用されます。
 調査対象　従業者 4 人以上の全ての
 　　　　　製造事業所
 調査時点　6 月1日
　調査へのご理解をいただき、ご回答
をお願いいたします。
問合せ　総務課  ☎ 072-947-3812（直通）

6 月 23 日から 29 日は、男女共同参画週間
平成 29 年度 内閣府「男女共同参画週間」キャッチフレーズ「男で○

まる
、女で○

まる
、共同作業で ◎

にじゅうまる
。」

　男女が、互いに人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い、性別に
かかわりなく、個性と能力を十分に発揮することができる「男女共
同参画社会」の実現に向け、平成13 年度より男女共同参画週間を
実施しています。この期間中は、男女共同参画社会に関する国民の
理解を深めるために各種行事などが全国的に実施され、本市でも、
年間を通じてさまざまな方を対象に講座などを開催しています。

「男女共同参画社会」の実現には、政府や地方公共団体、市民一人ひとりの取組み
が必要です。男女のパートナーシップについて、考えてみませんか？
■ 6 月 24 日㈯　男女共生セミナー「お顔とこころのリフトアップ↑」開催！
　（詳細は、24 ページをご覧ください。）
■ 6 月 28 日㈬　「夜間女性電話相談」を実施！
　（詳細は、22ページをご覧ください。）
問合せ　人権推進課　☎ 072-958-1111　内線1052・1057

男女共同参画
シンボルマーク

－ 制度・お知らせ －
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６月は「児童手当」の支給月
　6 月12日㈪に、受給資格者の方の指定口座に児童手当を振り込みます。
■２月～５月分の児童手当

	

　※出生順位の数え方は、18歳に達した日以降の最初の3月31日までの子どものうち、
　　最年長の子から「第1子」として数えます。      
■児童手当所得制限限度額表（平成 29 年度）
　   　※�所得額から諸控除額を差し引いた額が左記

　　所得制限限度額以上の場合、特例給付（支
　　給対象児童１人あたり月額一律 5,000 円）
　　の支給対象となります。

【現況届を提出してください】
　現況届は、児童の監護（養育）状況などにより、引き続き手当の支給要件があるか
を確認する大切な届です。６月に児童手当を受給している方へ、「平成 29 年度児童
手当・特例給付現況届」などの用紙を送付します。6 月 30 日㈮までに、こども課ま
たは支所へ提出してください。

《必要書類》
●平成 29 年度児童手当・特例給付現況届 ●健康保険被保険者証の写し（国民年金の方は不要）
●平成 29 年度所得証明書（平成 29 年１月２日以降に当市に転入された方受給者分・配偶者分）
　※配偶者が受給者の税法上の控除対象配偶者となっている場合、配偶者の所得証明
　　書は必要ありません。
　※児童と別居している場合など、家庭状況により上記以外の書類が必要になることが
　　あります。詳しくは、こども課へお問い合わせください。
　※公務員の方は、勤務先から支給されますので、勤務先にお問い合わせください。
　※ 6 月12 日㈪を過ぎても用紙が届かない場合は、ご連絡ください。
問合せ　こども課　☎ 072-947-3836（直通）　ＦＡＸ 072-956-0730

支給月額（所得制限額未満）支給月額（所得制限額以上）
  0 歳～3 歳未満（誕生日月まで） 15,000 円

児童１人あたり月額
5,000 円

  3 歳～小学校修了前（第1子・第 2 子） 10,000 円
            〃　           （第 3 子以降）　 15,000 円
  中学生（一律）　 10,000 円

扶養親族数 所得制限限度額
なし 622 万円
1人 660 万円
2 人 698 万円
3 人 736 万円

4 人以上 1人ごとに 38 万円加算

ひとり親家庭のより良い条件での就
職や有利な資格取得を応援します
■�「自立支援教育訓練給付事業」ひと

り親家庭の親で雇用保険制度での
２割給付が受けられる方に、差額４
割を給付できるようになりました。
雇用保険制度で給付が受けられな
い方は、従来どおり、こども課で６
割給付となります。

　※給付には必ず事前相談が必要です。
　※�平成 29 年４月から給付対象・期間

など要件が一部変更になっています。
■�「高等学校卒業程度認定試験合格

支援事業」が始まりました。ひとり
親家庭の親とその児童が対象講座
受講修了時に修了時給付金を、認定
試験全科目合格時に合格時給付金
を給付します。

  ※給付には必ず事前相談が必要です。
問合せ　こども課　
　☎ 072-947-3836（直通）　
　ＦＡＸ 072-956-0730

平成 30 年度 
小・中学校使用教科書展示会
日時　6 月12日㈪～7月7日㈮
　（㈯㈰を除く）9:30 ～17:00
会場　LIC はびきの2 階
　教育研究所内
問合せ　学校教育課
　☎ 072-958-1111　内線 4160

全国一斉「子どもの人権 110 番」
強化週間 6 月 26 日㈪～ 7月 2 日㈰
　いじめ、不登校、体罰、児童虐待な
ど子どもの人権問題の相談に人権擁
護委員がお応えします。
～相談は無料で、秘密は必ず守ります～
■子どもの人権110 番
　☎ 0120-0

ぜろぜろななのひゃくとおばん
07-110

日�時　
　6 月26 日㈪～30 日㈮ 8:30 ～19:00
　7月1日㈯・2日㈰10:00 ～17:00
問合せ　大阪法務局人権擁護部
　☎ 06-6942-9496

平成 29 年度  
私立幼稚園就園奨励費申請受付
　子ども子育て新制度へ移行しない
私立幼稚園に通園する園児の保護者
の経済的負担を軽減することを目的
として、世帯の所得に応じて幼稚園保
育料などを一部補助します。
受付・問合せ　
　6 月12日㈪～30 日㈮
　（㈯㈰㈷は除く。）
　9:30 ～12:00、13:00 ～17:00
　こども課（市役所本館１階）
　☎ 072-947-3835（直通）
　※昨年度、就園奨励費の認定を受け
　　た方も、申請を行ってください。
　※�詳細は、５月に幼稚園で配布された

「お知らせ」をご覧ください。「お知ら
せ」が届かない方はご連絡ください。

はびきの中学生 study-O（６月・７月）
  『 The more you do, 
　　       the more you can do. 』
［東教室：市役所］
  6 月17 日㈯・18 日㈰・24 日㈯・25 日㈰
  7月１日㈯・２日㈰・23 日㈰

［西教室：あいあいハウスおよび支所］
  6 月17 日㈯・18 日㈰・24 日㈯・25 日㈰
  7月２日㈰・23 日㈰
◆講義開催日 6 月 25 日㈰
　午前（西教室）、午後（東教室）
　※参加中学生、随時受付中！
　※�中学生に勉強を教える大学生サポ

ートスタッフを募集中！詳しくは、市
ウェブサイトまたは担当まで。

問合せ　政策推進課
　特命プロジェクトチーム
　☎ 072-958-1111
　内線 3530

はびきのおもちゃ病院
日時　6月11日㈰　9:00 ～12:00
場所　市役所別館２階
　※�部品交換が必要な場合は実費

負担になります。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315
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防犯カメラ設置事業補助金
　自治会等が防犯カメラを設置され
る際の費用の一部を助成いたします。
■�防犯カメラ設置費用（カメラや記録

装置購入費用、支柱の設置費用、
電気工事代など）の３分の２を補助。

（上限：カメラ1台につき20万円）
　※維持管理費用は自治会などの負担
■�同年度に、一つの自治会などでの

申請台数は３台まで。翌年度は、補
助金制度をご利用できません。

受付　6月1日㈭～10 月31日㈫
　平日の9:00～17:30　※申請額が、
　予算額に達した時点で、受付終了。
問合せ　災害対策課　
　☎ 072-958-1111  内線 2712・2713

全国統一防火標語が決まりました！

危険物安全週間
平成 29 年度危険物安全週間推進標語

『あなたなら  無事故の着地  決められる！』
　消防庁では、危険物を取り扱う関
係事業所をはじめ、広く皆様に危険
物の保安の確保を呼びかけるため、
６月４日㈰～10 日㈯を「危険物安全
週間」とし、啓発を推進しています。
※身近な危険物（ガソリン・灯油・油性
　塗料など）
問�合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合

消防本部 予防課 ☎ 072-958-9928

羽曳野市消防団副団長任命
　羽曳野市消防団副団長として、平成
29 年 4 月1日付けで、埴生第二分団 
分団長 松山啓三氏が任命されました。

受取期間が終了したマイナンバーカ
ード・返戻された通知カードの受取
■マイナンバーカード（市民課・支所）
　［持物］持参品は通知はがきを参照。
■通知カード（市民課）
　［持物］本人もしくは同一世帯人が本人
　確認書類（運転免許書などの顔写真つ
　きの書類なら1点。それ以外の書類は
　2 点以上）を持参。
●日曜窓口　
　日時　6 月25 日㈰ 9:00 ～12:00
　場所　市役所本館1階②窓口
　※平成 29 年から日曜窓口は市民課
　　のみで行います。通知はがきに受取
　　場所が支所と記載されている方も、
　　市役所本館市民課での受取です。
問合せ　［市民課］☎ 072-958-1111
　内線 1670、［支所］☎ 072-955-
　0583（直通）

事業主の皆様へ  平成 29 年度労働保
険年度更新手続は 7月10 日㈪まで
■電子申請は、電子政府の総合窓口
　e-Gov（イーガブ）で検索
■お問い合わせ、ご相談は最寄りの
　労働基準監督署または次へご連絡
　ください。

《申告書の記入方法》
労働保険年度更新コールセンター
　開設期間 5月 31日㈬～ 7月12 日㈬
　☎ 0120-335-546
大阪労働局　労働保険適用・事務組合課
　☎ 06-4790-6340

《労働保険料の納付》
大阪労働局　労働保険徴収課
　☎ 06-4790-6330
※大阪労働局ウェブサイトもご覧ください。

HIV 検査普及週間（6 月1日～7 日）
　エイズ発症を抑え、遅らせるには、
HIV 感染を早期発見し治療を開始す
ることがとても重要です。藤井寺保健
所では、無料・匿名・予約なしで即日
検査を行っています。
■ HIV 即日検査
日時　毎週㈬  9:30 ～10:30
　㈷を除く
場所・問合せ　藤井寺保健所　
　地域保健課　☎ 072-955-4181
※�夜間、㈯㈰検査は、c

ち ょ っ と き ゃ す と
hotCAST なんば

で実施。地下鉄なんば駅近く。詳しく
はお問い合わせください。

夜間女性電話相談
　「平日の昼は仕事などで相談に行く
時間がない」「面接では相談しにくい」
と相談をあきらめているあなた、ぜ
ひご利用ください！家庭内の人間関係
や、夫、恋人からの暴力などの女性が
抱えるさまざまな悩みを女性相談員
がお聴きします。秘密は厳守します。
日時　6 月28 日㈬  18:00 ～21:00
　※受付は18:00 ～20:30 まで
　［相談受付番号］
　☎ 072-947-3606（当日限り）
問合せ　人権推進課
　☎ 072-958-1111　内線1052

税理士による無料税務相談センター
　口頭による、所得税・相続税や経理
などに関する相談。
日時　6月21日㈬・23日㈮
　13:00 ～16:00  ※1人 30 分程度
会場　市役所1階 税務相談コーナー
対象　一般納税者で、税理士の関与が
　ない方
予約　電話による先着順（予約状況に
　より当日申込も可）
問合せ・申込　近畿税理士会富田林
　支部事務局　☎ 0721-25-6250
　㈪～㈮  9:00 ～17:00
　（公）富田林納税協会でも開催。

行政書士による無料相談会（予約制）
　相続、遺言、成年後見制度、離婚、
法人設立および建設業等の営業許可
など申請手続について大阪府行政書
士会が相談に応じます。（1人当たり
30 分）事前に予約をしてください。
日時　6 月15 日㈭13:30 ～15:30
場所　LIC はびきの　中会議室Ｂ
受付・問合せ　㈪～㈮９:00 ～12:00
　横田　☎ 072-954-9060

研志会会員による無料法務・法律相談
　相続・遺言、許認可、社会保険・労働
問題など、法律上の悩み事を、弁護士、
行政書士、土地家屋調査士、社会保険
労務士などが担当します。
日時　6月25日㈰　13:30 ～16:30
会場　市役所 A 棟中・東会議室
申込・問合せ　要予約　研志会理事
　城　☎ 0721-69-8050

平成 29 年度
全国統一防火標語

「火の用心  ことばを形に  習慣に」
　　　　　　　　　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
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留守家庭児童会 放課後児童支援員
の補助員（日々雇用）募集
　学童保育にて学校から帰ってくる児
童の安全を守り、放課後を共に過ごし
てくれる補助員を募集しております。
定員　5人程度
対象　高校卒業以上～平成 29 年度
　中に満 67 歳になられる方まで
賃金　時給1,010 円　※社会保険、
　福利厚生の加入なし
勤務　通常  平日12:45 ～17:45
問合せ　社会教育課　☎ 072-958-1111
　内線 4510・4520

保健師【非常勤職員】募集
　健診を主とする保健センター業務
資格　保健師　定員　1人
給与　219,290 円（賞与なし）　　　
　※社会保険・福利厚生の加入有
期間　8 月17日～平成 30 年 3 月　
　31日（開始日については応相談）
時間　9:15 ～17:30
休日　㈯㈰㈷ 年休有
通勤手当　交通用具利用の場合上限
　なし（通勤距離で内規あり）。公共
　交通機関利用の場合毎月 55,000
　円を上限に定期代支給。
勤務地　保健センター
試�験　面接と書類選考。日程について

は別途お知らせします。
申込・問合せ　6 月16 日㈮までに履
　歴書と資格証写しを提出。
　健康増進課（保健センター）
　☎ 072-956-1000

平成 29 年度　羽曳野市立保育園
夏季アルバイト職員募集
　夏季限定で保育士のアルバイト職員
を募集します。詳細は、6 月1日㈭から
配布する募集要項でご確認ください。
職種　保育補助　定員　20 人程度
資�格　保育士資格を有する方。なお

学生（高校生不可）の方は、資格不
問。ただし保育士養成課程を専攻
している方を優先。

期間　7月10 日㈪～ 9 月15 日㈮
　（㈰㈷休み。勤務不能な日は、申　
し込み時に申告。）

申込・要項配布場所・問合せ
　6 月5 日㈪～20 日㈫
　※選考は、書類選考など
　※採用決定後に健康診断書（胸部
　　X 線および検便）を提出
　こども課（市役所本館１階）
　☎ 072-958-1111　内線1232

作業ボランティアを募集
　木工・陶芸・園芸・紙すき・農業・手
内職など、日中活動の作業を利用者さ
んと楽しく一緒にしていただける方を
募集しています。貴方の趣味・経験を
生かしてください。昼食は利用者さん
と一緒に給食を食べていただきます。

（園より支給）
日時　㈪～㈮ 10:00 ～15:00（週1
日でも可、1日につき2 時間以上）
場�所　 第１ひま わり園（羽 曳 が丘

3-24-1）、古市ひまわり園（南古市
3-67-1）※バイク・自動車の来園可能

問�合せ　社会福祉法人ひまわり園本部
（第１ひまわり園）事務局　佐古

　☎ 072-957-4500

大阪府介護支援専門員実務研修
受講試験
受�験資格　医師、看護師、介護福祉士

など、保健・医療・福祉の各分野に
おいて５年以上かつ 900 日以上（介
護業務で国家資格等を有していな
い場合は10 年以上かつ1,800 日
以上）の実務経験を有する方

試験要領（受験申込書）の配布場所
　社会福祉協議会、市役所 高年介護
　課、支所、保健所など
受付　６月19 日㈪までに簡易書留に
　よる郵送のみ（当日消印有効）
試験日　10 月 8 日㈰　10:00 ～　
問合せ　一般財団法人　大阪府地域
　福祉推進財団（ファイン財団）ケア
　マネ係　☎ 06-6763-8044

大阪府立芦原高等職業技術専門校
平成 29 年度10 月入校生募集

（ワークアシスト科のみ 9 月入校）
　就職に役立つ専門的な技術や知識
を身につけることができる公共職業
訓練施設です。一般の方、障がいのあ
る方も一緒に就職を目指しませんか。

［見学会の日程］
■�一般科目
　ビル設備管理科、ビル・ハウスクリ
　ーニング科、建築内装 CAD 科
　6 月21日㈬・30 日㈮、7月5 日㈬・
　14 日㈮・21日㈮・26 日㈬
■�障がい者科目
　�キャリアチャレンジ科［発達障がい

者対象］、ワークアシスト科［知的
障がい者対象］　

　7月 6 日㈭・20 日㈭・31日㈪、
　8 月 3 日㈭
問合せ　大阪府立芦原高等職業技術
　専門校　☎ 06-6561-5383
　ウェブサイト「芦原校」で検索

菊花講習会 大阪菊花会主催

会場 陵南の森公民館 2 階第1研修室
時間 13:00 ～　※講習会は無料

６月18 日㈰
大菊真夏の管理・柳芽の
処置・肥料追い込み・蕾
の選定・福助作り ほか

７月 23 日㈰　福助苗販売
　（13:00 ～ 陵南の森 藤棚の下）
問合せ　大阪菊花会・花川
　携帯 090-3275-6360
　道路公園課みどり推進室　
　☎ 072-958-1111　内線 2430

クリーンピア 21 会員募集
■ジュニアスイミングクラブ（週1コース）
■キッズダンスクラブ（週1コース）
■クリーンピア 21フィットネスクラブ
　（プール、ジム、プログラム使い放題）
■プログラム会員募集（7月～ 9 月 8 回）
　エアロビクス、ヨガ、ピラティス、太極拳
■水泳教室会員募集（7月～ 9 月 10 回）
問合せ　プール ☎ 072-975-2580、
　各教室・スクール・ジム　
　☎ 072-975-2588

▲菊花講習会の様子

－ 講座 －

－ 募集 －
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陵南の森公民館登録グループ
■押し花クラブ体験会
　押し花でデザインした壁掛けにも
なるコースターを作成します。
日時　6 月27日㈫　13:30 ～15:00
場所　陵南の森公民館 2 階 実習室
対象　市内在住・在勤・在学の方
定員　10 人　費用　500 円
講師　為平 裕子 氏
申込・問合せ　6 月20 日㈫まで
　川村　☎ 072-955-4844

■大正琴サークル雅路
　（無料体験会＆ミニコンサート）
　楽譜が読めなくても大丈夫。どな
たでも参加ください。
日時　6 月20 日㈫　13:30 ～
場所　陵南の森公民館 2 階 実習室
対象　市内在住・在勤・在学の方
費用　参加費、貸し琴　無料　　
申込・問合せ　川見　
　☎ 072-958-2741

陵南の森老人福祉センター 生きがい
講座受講生募集  『民舞踊入門講座』
　健康で明るく老後を過ごそう！目指
せ！生きがいアップ！
日時　7月18 日・25 日㈫
　13:30 ～15:30
対�象　市内在住の 60 歳以上で、陵

南の森老人福祉センター使用証を
お持ちの方。（使用証が無い方は、
事務所にて交付します。身分証明
書を持参ください。）

定員　30 人（定員になりしだい締切）
内容　河内音頭など
講師　大島 靖子 氏（民舞踊講師）
費用　700 円（2 回）
　※申込み時に、お支払いください。（お
　　釣りが出ないようにお願いします）
　※申込み後のキャンセルにて返金は
　　できません。
申�込・問合せ　6 月27日㈫10:00 ～

17:00 事務所横にて受付（住所・氏
名・年齢・電話番号が必須）。申込
用紙1人1枚配布。

　※代理申込の方は、その都度お並び
　　ください。
　陵南の森老人福祉センター
　☎ 072-952-2751

市民後見人養成講座
オリエンテーション
　認知症などで判断能力が不足する
方の権利を擁護するため、財産管理・
身上監護などを行う「市民後見人」
の養成を行っています。
①オリエンテーション（参加自由・無料）
　○講演 ○市民後見人またはバンク
　登録者からの報告など
 ［オリエンテーション日程・時間・会場］
  各日 14:00 ～16:30
・6 月 5 日㈪    茨木市立男女共生センター
・6 月17 日㈯   八尾市立社会福祉会館　
・6 月17 日㈯   岸和田市立福祉総合センター
・6 月 24 日㈯  池田市保健福祉総合センター
・6 月 24 日㈯  泉佐野市立社会福祉センター
・7月1日㈯     ラポールひらかた 4 階
・7月 6 日㈭     大阪狭山市役所 3 階　
・7月 8 日㈯     大阪社会福祉指導センター
②養成研修（オリエンテーション後・無料）
対象　平成 30 年 4 月1日の年齢が
　25 歳以上 70 歳未満の方のみ参加
　可能。※後見人養成研修を実施する
　団体に所属している方は対象外です。
申�込・問合せ　参加希望する各開催場

所の前日までに電話で申込ください。
福祉総務課 （田中）

　☎ 072-958-1111　内線1123

古市古墳群を英語でガイド講座
主催　四

し と よ
十四の会

　世界文化遺産登録を目指している
古市古墳群のすばらしさを、国内の
みならず、海外からのお客さまにお
伝えするため、英語を使ってガイドで
きるように連続講座を開催します。
日�時　7 月 8 日・22 日、 8 月 5 日・

19 日、9 月16 日・30 日㈯
　（全 6 回）　13:30 ～15:00
場�所　峰塚公園管理棟 ※ 9 月16 日・

30 日は古市古墳群の現地見学（予定）。
費用　資料代 3,000 円（6 回分）
定員　30 人　
講師　湯山・クリスタ・マリア 氏
申込・問合せ　四十四の会（細見）　
　まで電話かメールにて申込。
　携帯080-5328-1137
　メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
後援　羽曳野市教育委員会・藤井寺
　市教育委員会

男女共生セミナー参加者募集
A「お顔とこころのリフトアップ↑」
　ツボの取り方、経絡の流し方、美容
鍼灸のノウハウを、自宅でもできるよ
うにお教えします。内臓から上げて
いくので身体全部に効く！こころもア
ゲアゲ↑のセミナーです。
日時　6 月24 日㈯　10:00 ～12:00
会場　陵南の森公民館　視聴覚室
講師　牧野 由季 氏（鍼灸師・ウィメ
　ンズセンター大阪スタッフ）
対象　市内在住、在勤、在学の方
定員　先着 20 人
費用　500 円（資料代含む）
一時保育　2 歳から就学前の幼児・
　無料・先着５人  ※要予約
B「きっと家事が楽しくなる！
　  ～スーパー主夫の家事ワザ紹介～」
　家事をしている人！したことがない
人！男性、女性、お子さんも！みんなで
楽しみながら家事をする方法やワザ
をスーパー主夫が紹介します！
日時　8 月5 日㈯　10:00 ～12:00
会場　市役所 別館２階　研修室
講師　山田 亮 氏（家事ジャーナリス
　ト、楽家事ゼミ主宰）
対象　市内在住、在勤、在学の方
定員　先着順 30 人
費用　500 円 ※中学生までは無料
　ただし、保護者同伴
AB 申込・問合せ　
　A6 月13 日㈫まで、B6 月 6 日
　㈫10:00 から電話・FAX・メー
　ルにてお申し込みください。
　［FAX・メール申込の場合］
　各項目をご記入ください。
　①セミナー名 ②氏名 ③住所
　④電話番号 ⑤年齢 
 ※⑥一時保育の有無（子どもの氏
　　名、年齢）※⑥は A の講座のみ
　人権推進課
　☎ 072-947-3606（直通）
　ＦＡＸ 072-958-8061
　メールjinkensuishin@city.habikino.lg.jp
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平成 29 年度  パソコン要約筆記
奉仕員養成講座受講生募集
　難聴や中途失聴でお困りの方に、
内容を文字で伝える活動です。ボラン
ティアに興味のある方、技術を身につ
けて活動してみませんか。
日時　7月15 日～12 月 9 日㈯ 
　全13 回　9:30 ～12:00
　（初回は９:00 ～）
場所　市役所別館２階　研修室また
　は市役所 A 棟東中会議室
定員　15人
費用　テキスト代1,000 円
対�象　タッチタイピング、パソコンの

基本操作が可能な方。セキュリティ
ソフトを導入していて、インターネッ
トの環境が整っている方。ノートパ
ソコンを持参できる方。

申込・問合せ　7月12日㈬締切　
　福祉支援課　☎ 072-947-3823（直通）

マン・ツーマンパソコンセミナー
■ワード基礎・応用５回
■エクセル基礎・応用５回
日時　① 9:30 ～11:30 ②12:30 ～
　14:30 ③15:00 ～17:00
　※曜日・時間帯、応相談㈯㈰㈷休み
費用　各講座10,000 円
　（5 日間・10 時間）※テキスト代込
申込・問合せ　電話受付（随時）
　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会
　☎ 072-931-1900
　携帯090-3716-3203（島）
　※つながらない時は携帯電話におか
　　けください。

パソコンサークルステップ
受講者募集
＜個別指導＞
  パソコン・スマホ・タブレット操作。
  日�時　6 月 2 日・9 日・16 日・23 日㈮  

10:00 ～11:00、 11:00 ～12:00
  費用　1時間 1,200 円
  定員　各時間 4人（予約制、先着順）
＜エクセル入門講座＞
  関数入りの売上表～グラフ作成
  日時　6 月 20 日・27 日、7 月 4 日・
　　11日・18 日㈫ 10:00 ～12:00
  費用　6,000 円（5 回テキスト込）
  定員　10 人
＜以下、2 講座とも＞

  会場　LIC はびきの 3 階　
  持�物　ノートパソコン・スマートフ

ォン・タブレット（レンタル可。
台数制限有。要予約）

  申込・問合せ　電話申込。
　パソコンサークル ステップ  山田  
　携帯 090-6608-5799
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。

「ボランティア パソコン講座」
受講者募集  （パソコン交流館）
①ワード活用講座　6月12日㈪・
　13日㈫・14日㈬  ９:30 ～11:30
②�合成・変形写真講座　
　6月12日㈪・13日㈫・14日㈬
　14:00 ～16:00
会場　市民会館４階  第12 会議室
定員　若干名
費�用　1,800 円（1回 600 円）初回

の講習日に一括でお支払いくださ
い。テキスト代込み。※返金はい
たしません。

申込・問合せ　電話申込（複数受講可）      
　パソコン交流館　国沢　
　☎ 072-956-4197
　携帯090-3725-2528

PC 講習会「エクセルわくわく講座」
受講者募集 羽曳野 IT サポート会
7月6日㈭　エクセルでメタボチェック① 
デート関数、条件付き書式など
7 月13 日㈭　エクセルでメタボチェック
②グラフ作成と管理表の完成
7 月 20 日㈭　エクセルで我が家の間取
り図を描く
時間　各教室 13:30 ～16:30
会場　市民会館 4 階研修室
　（PC：Windows7）
対象　20 歳以上の市内在住・在勤
　の初心者の方 
費用　1,300 円（3 回、テキスト代含）
定員　14 人（応募多数の場合は抽選）
申込　往復はがきに、郵便番号、住所、
　氏名（ふりがな）、電話番号（無記
　入無効）、生年月日、返信面の表面
　に郵便番号、住所、氏名を明記し、
　ご応募ください。6月12日㈪必着。
　〒 583-8585　誉田４-１-１ 
　羽曳野市社会福祉協議会気付 
　羽曳野 ITサポート会　宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会  本田
　☎ 072-939-3733
　携帯 090-5169-9031
　※その他の講座内容など詳細は、　

白鳥児童館だより 6 月の事業   翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900
　休館日  日曜・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日
　対象  小学生と保護者同伴の乳幼児　申込　電話受付は、申込日の 9:00 ～ 
■わくわく子育てひろば  どろんこで遊ぼう（子育て支援センターふるいちとの交流）　　
　日時  5 日㈪ 10:30 ～11:30 ※雨天時 新聞紙であそぼうに変更　持物  着替え、タオル、水とう
■絵本のへや（絵本・紙芝居など）　　日時  12 日㈪・27 日㈫  10:30 ～ 11:30 
■将棋であそぼう　　日時  14 日㈬  15:30 ～ 16:30
■トライルーム  モザイクタイルの写真たて
 日時  17 日㈯ 9:30 ～ 11:30　対象  小学 1 ～ 3 年生　申込  電話のみ 3 日㈯～16 日㈮ 
 定員  先着 15 人　費用  100 円（当日持参）
■チャレンジルーム  グラスリッツェン ～ガラスのお皿に工具をつかって絵をかきます～
 日時  17日㈯ 14:00～16:00　対象  小学4～6年生　申込  電話のみ 10日㈯～16日㈮ 
 定員  先着 15 人　費用  100 円（当日持参）
■みんなで遊ぼう水曜日  プラバン作り　日時  21 日㈬ 15:00 ～16:00　※申込不要
■グラウンド・ゴルフ　日時  24 日㈯  14:00 ～ 15:00（雨天中止）　持物  水とう、帽子

青少年児童センターだより 6 月の事業
　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
　幼児は、保護者同伴。必ず上靴を持ってきてね！
 ■子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　日時  3 日・10 日・17 日・24 日㈯ 15:00 ～ 17:00　※開催日が変更する場合があります。
　対象  おおむね小学 1 年生～ 6 年生
 ■子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～
　日時  15 日㈭ 10:00 ～ 11:30　会場  同センター 体育館　講師  体育文化指導協会  
　持物  親子とも体育館シューズ  ※初めての方は事前申込が必要。
 ■おもしろ教室 ☆たなばたハンガー飾り☆ ～はりがねハンガーに色いろな七夕飾りをつけます～
　日時  10 日㈯ 10:00 ～ 11:30　対象  幼児と小学生（小学 1 年生までは保護者同伴）
　定員  先着 15 人　持物  えんぴつ、はさみ、のり
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会場　LIC はびきの2 階大会議室
講�師　牧野 哲也 氏（明治橋病院医師）、

出口 隆司 氏（PL 病院医師）
申�込・問合せ　7月14 日㈮までに電

話にて「羽曳野市・藤井寺市・松原市・
富田林市のための公開講座」係へ

　☎ 072-226-2786
［共催］日本臨床泌尿器科医会、大阪府
　泌尿器科臨床医会 ほか

［後援］羽曳野市・藤井寺市・松原市・
　富田林市各医師会

■市民会館　☎ 072-958-2311
○申込は直接、市民会館の窓口まで。
○受付時に定員を超えた場合は抽選。
※受講料は返金できません。
※30分遅刻された場合は受講できません。
歌声くらぶ
日時  6 月13 日㈫　10:00 ～11:30
講師  喜多 光三 氏
費用  510円 （初回1,230円歌集代込）
申込  当日 9:30 から受付

料理教室（第 2 期）
日�時  7月14 日・28 日、8 月25 日、

9 月 8 日・22日㈮10:00 ～12:00
講師  末吉 明美 氏　定員 24 人
費用  7,700 円 （5 回分）
申込  6 月 9 日㈮  10:00 ～

太極拳教室（第 2 期）
日�時  7月8日・22日、8月5日・19日、

9 月 9 日・16 日㈯13:00 ～15:00
講師  野村 祥子 氏　定員 20 人
費用  3,000 円 （6 回分）
申込  6 月24 日㈯  10:00 ～

瞑想ヨーガ教室（第 2 期）
日�時  7月12日・19 日・26 日、8 月

2日・9 日・23 日、9 月 6 日・13 日・
20 日㈬13:00 ～14:30

講師  松谷 恵美 氏　定員 20 人
費用  4,500 円 （9 回分）
申込  6 月21日㈬  10:00 ～

【申込について】
●各施設窓口で申込用紙に記入
　（電話での申込不可）
●申込時に費用持参
●教室の欠席による返金不可
●先着順、定員になりしだい締切り

・・・・・・・・・・・・・・・・
■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553

フリースタイル キッズジャズダンス
＜クラス① 3 歳～ 6 歳＞
＜クラス② 6 歳～12 歳＞
日�時　7月 6 日～ 9 月28 日 
　①16:00 ～②17:00 ～
　（7月 28 日、8 月10 日・31日、9
　 月7日を除く毎週㈭）
講師　yuki 氏
費用　① 3,600 円 ② 3,900 円
　（各月 3 回分）
申込　7月1日㈯ 9:00 から受付

ベーシックヨガ教室
日時　7月6日～9月28日19:00 ～ 
　（7月 28 日、8 月10 日・31日、9
　 月7日を除く毎週㈭）
講師　長谷川 香奈子 氏
費用　4,620 円（9 回分）
申込　7月1日㈯ 9:00 から受付

はびきの庵円想  浴衣着付け教室
日時　7月11日㈫～13 日㈭
　�［午前］10:00 ～  ［午後］14:00 ～
　 ［夜間］18:00 ～（13 日のみ夜間なし）

各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

市民会館主催の教室および催し
（指定管理者：株式会社みのりの里）

はびきの市民大学　前期講座「聴講」・市民大学短期講座
講座① 笑顔は、健康の源（原動力）［日時］6 月 4 日・11日・18 日・25 日㈰ 10:30 ～12:00
講座② グローバル社会を生きる知恵［日時］6 月 4 日・11日・18 日・25 日㈰ 13:00 ～14:30
講座③ 近代建築の歴史 ［日時］6 月 21日・28 日㈬ 10:30 ～12:00
講座④ 地域に貢献し、地域を創造する［日時］6 月7 日・14 日・21日・28 日㈬ 13:00 ～14:30
講座⑥ 西洋の建築を庭園 ［日時］6 月1日・8 日 ㈭ 10:30 ～12:00
講座⑦ 知って得するお金の講座 ［日時］6 月1日・8 日・15 日・22 日 ㈭ 13:00 ～14:30
講座⑧ 伝統ゲームの世界 ［日時］ 6 月1日・8 日・15 日・22 日・29 日 ㈭ 15:00 ～16:30
講座⑨ 近畿日本鉄道を識る ［日時］6 月 3 日・10 日・17 日・24 日㈯ 10:30 ～12:00
講座⑩ 日本が直面する課題と展望［日時］6 月 3 日・10 日・17 日・24 日㈯ 13:00 ～14:30
■市民大学短期講座　夏休みの自由研究にオススメ！［レモン電池で電子オルゴールを鳴らそう］
　　レモン電池でオルゴールを動かし電池のしくみと電気の流れについて学びます。
　　作成した電池とオルゴールは持って帰れます。
　日時　8 月 8 日㈫ 13:00 ～14:30　場所　3 階 視聴覚室　定員　30 人　
　講師　矢野 満明 氏（大阪工業大学 電子情報通信工学科 教授）　
費用　前期講座（1日につき）・短期講座　800 円（当日払い）
申込・問合せ　はびきの市民大学（軽里1-1-1）へ来館・電話・FAX 申込。先着順
　　　［前期講座］当該講義日の1週間前から前日まで。定員になりしだい締切り。
　　　［短期講座］6 月5 日㈪～ 8 月1日㈫まで
　　　※各講座の詳細は市民大学ウェブサイトもしくは ☎ 072-950-5503 へ。

定期救命講習
　AED（自動体外式除細動器）の使
用方法および応急手当などを含めた
普通救命講習Ⅰを実施します。
日時　7月 8 日㈯　13:30 ～16:30
場所　柏原市立国分図書館
対象　管内在住・在勤・在学の方
定員　先着 30 人
申込　6月8日㈭ 9:00から電話受付。
　※受講後に修了証を発行いたします。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防課 救急係  ☎ 072-958-9937

はみんぐ南河内 ６月の教室
①運動・歩く脳トレ スクエアステップ
　毎月第 4 ㈮ 10:00 ～ 
　費用　500 円   対象　どなたでも
②みんなの食育講座（ヘルシークッキング）
　減塩梅干しとらっきょうの甘酢漬け
　日時　6月27日㈫10:00 ～11:30
　費用　1,000 円 （材料費、レシピ込み）
　定員　10 人
申込・場所・問合せ　①②とも 6 月
　20 日㈫まで。はみんぐ南河内（野々
　上 4-6-16 野々上マンション103）
　☎ 072-976-5255　ＦＡＸ 072-976 -5256

羽曳野市・藤井寺市・松原市・
富田林市のための公開講座
 専門医によるわかりやすい  泌尿器のお話
日時　7月15 日㈯14:30 ～16:30
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対象　女性（高校生以上）
場所　はびきの庵円想
費用　500 円
申込　6 月5 日㈪ 9:00 から受付

夏休みわくわく教室（小学生対象）
～陶器のお茶碗に絵を描こう～
日時　7月 30 日㈰ 予定
　詳細は 7月号広報に掲載します。
・・・・・・・・・・・・・・・・
■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-950-2002

歌声くらぶ
日�時　6 月 20 日、7 月 18 日、8 月

22日㈫ 14:00 ～15:30
講師　喜多 光三 氏　
費用　510 円（１回分）
申込　当日会場で受付中

やさしいヨガ教室（2 期）
日�時　7月 6 日～ 9 月28 日
　�14:00 ～ 15:30（7 月 27 日、8 月

24日・31日、9月14日を除く毎週㈭）
講師　田中 陽子 氏
費用　4,620 円
申込　6 月16 日㈮から受付

フラダンス教室（2 期）
日�時  7月11日～ 9 月19 日
　（8月1・15日、9月5日を除く毎週㈫）
　①初心者 9:30 ～10:30
　②経験者 10:35 ～11:35
講師　田中 千恵 氏　
費用　各 4,110 円
申込　6 月7日㈬から受付

土曜ベーシックヨガ教室（2 期）
日時　7月1日～ 9 月16 日
　10:00 ～11:30（7月15 日・22日、
　8 月12日を除く毎週㈯）
講師　岸本 千景 氏
費用　4,620 円
申込　6 月11日㈰から受付

ベビーヨガマッサージと赤ちゃん
の抱き方講座（新教室）
対象　2 カ月～2 歳児とお母さん
日時　7月12日～ 9 月27日㈬
　�① 9:30 ～10:30 ②10:45 ～11:45
　�（8 月2日・16 日・23 日、9 月 6 日

　を除く毎週㈬）
講師　山口 真奈美 氏
費用　4,110 円
申込　6 月1日㈭から受付

夏のフリーマーケット
日時　7月2日㈰10:00 開催
出店者募集  12 ブース
費用  1,540 円
申込  6 月 4 日㈰ 11:00 ～ 交流室
・・・・・・・・・・・・・・・・
■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355

リフレッシュヨガ教室（2 期）
日時　7月5 日～ 9 月27日
　�10:00 ～（7月 26 日、8 月16 日・

30 日、9 月13 日を除く毎週㈬）
講師　藤井 美由紀 氏　
費用　4,620 円
申込　窓口にて受付中

太極拳教室（2 期）
日��時　7月 5 日・26 日、8 月 9 日・23

日、9 月13 日・27日㈬ 13:30 ～
講師　加藤 紀子 氏
費用　3,080 円
申込　7月1日㈯から受付

歌声くらぶ
日�時　7 月 25 日、8 月 29 日、9 月

26 日㈫14:00 ～
講師　喜多 光三 氏
費用　510 円（１回分）
申込　当日会場で受付

女性のための体操 ･ 瞑想・癒し
ヨガ教室（2 期）
日時　7月 4 日～ 9 月19 日
　13:30 ～（7月25 日、8 月15 日・
　29 日を除く毎週㈫）
講師　松谷 恵美 氏
費用　4,620 円
申込　窓口で受付中

河内音頭体験教室
日時　7月7日・21日・28 日㈮  13:30 ～
講師　藤扇 寿々祥（辻内） 氏　
費用　1,000 円
申込　窓口で受付中

丹治はやこども祭り
日時　7月23 日㈰　11:00 ～
費用　500 円（ゲーム代・チケット制）
　※7月1日㈯から窓口でチケット販売

チャリティーコンサート2017
日時　7月 8 日㈯ 
　開演15:00（開場14:30）
場所　LIC はびきの　ホール M
　［1部］障害のある仲間とボランテ
　ィアのうたごえ［2 部］芥川高校和
　太鼓部コンサート
費�用　一般1,500 円、割引1,000 円
（障害者、介助者、高齢者（65歳以上）
中学生・高校生）、こども 500 円（小
学生）膝上席の幼児無料

　※座席に座る場合はこども料金が必要。
主催・問合せ　ふたかみ福祉会後援会
　チャリティーコンサート実行委員会
　（はびきの園内） ☎ 072-957-4041

期間　6 月10 日㈯～ 8 月 6 日㈰
場所　ギャラリーはびきの
　（市役所東玄関横）
　入館無料
開館　㈪～㈰ 
　9:00 ～17:00 
　※祝日は閉館

日時　6 月19 日㈪  14:00 ～15:30
場所　市役所別館 3 階会議室
定員　先着100 人　参加費　無料
申込・問合せ　市民協働ふれあい課
　☎ 072-958-1111  内線1082・1081
　※電話以外の申込不可。

水辺の観察会
～お父さんといっしょに魚取り～
日時　7月22日㈯　9:30 ～12:00
場所　石川河川公園管理事務所
　（9:30 集合。車で来られる方は、　
　 駐車場料金 620 円が必要。）
対象　小学生以上（小学生は大人同伴）
定員　30 人　費用　無料
申�込・問合せ　6 月15 日㈭から電話

受付。同公園管理事務所　
　☎ 072-956-1900

ほほえみ こ な だ い っ き

－ 催し －
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はびきの舞踊交流会
日時　6 月18 日㈰　開演11:00
場所　LIC はびきの　ホール M
費用　入場無料
主催・問合せ　藤扇寿々祥（辻内）
　☎ 072-953-2783

種目別ニュースポーツ普及のつどい
   羽曳野市スポーツ推進委員協議会主催
日時　６月18 日㈰ ９:30 ～11:30
　（都合のよい時間にお越しください）
会場　市民体育館（西浦）
種目　バウンスボール・カローリング
　わなげ・スリーアイズ
費用　無料（上靴を持参してください）
問合せ　スポーツ振興課　
　☎ 072-958-1111　内線 4413

ボウリングを楽しもう！！
主催：羽曳野市体育協会主催
日時　7月１日㈯ 集合13:30
　開始14:00（2 ゲーム）
　現地集合・解散
会 場　ボウルアロー（近畿自動車道
　松原 JCT 南中央環状線沿い）
費用　1人1,000 円（申込時に持参）
対�象　小学校５年生以上（小学生は

保護者同伴）
定員　先着 80 人
申込　６月３日㈯ ９:00 〜６月９日㈮
　までスポーツ振興課、または、はび
　きのコロセアムで直接申し込み。
　※㈯㈰は、コロセアムのみの受付。
　※申込時に会場地図を配布します。
問合せ　スポーツ振興課 
　☎ 072-958-1111　内線 4412

平成 29 年度（前期）親子スポーツ
教室参加者募集　
　㈱みのりの里が募集します
　跳び箱・マット・平均台 ･ボール ･フー
プなどを使って元気な心と体を育てます。
日時　5月24 日～ 6 月28 日㈬
　�（全 5 回）A9:30 ～10:10、B10:15

～10:55、C11:00 ～12:00
会場　市民体育館（西浦）	
対�象　AB 平成 26 年 4 月2日～平

　成 27 年 4 月1日生まれで平成 29
　年４月1日現在で、2 歳以上のお
　子様とその保護者。 C 平成 25 年
　4 月 2 日～平成 26 年 4 月1日生
　まれで平成 29 年４月1日現在で、
　3 歳以上のお子様とその保護者。
定員　A15 組 30 人、B20 組 40 人	
　C25 組 50 人			
費�用　AB クラス 2,050 円、C2,570

円（各クラス、スポーツ保険料含む）
申�込　市民体育館（西浦）にて受付中
（電話不可・代理可・参加費持参）	
※妊娠中の方は参加できません。

問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 072-958-2340

第 2 回 ヨガ教室参加者募集		
　㈱みのりの里が募集します
日時　7月 3 日～ 9 月25 日㈪
　（全10 回）18:30 ～20:00		
対象　20 歳以上の男女（市外の方も
　参加可）				  
会場　市民体育館（西浦）  定員　20 人
費用　5,140 円	（スポーツ保険料含む）	
申�込　6 月19 日㈪10:00 市民体育

館にて受付。※10:00 の時点で定員
を超えた場合は抽選となります。

問合せ　市民体育館（西浦）		
　☎ 072-958-2340

春の入会キャンペーン
期間　6 月28 日㈬まで。期間中の
　ご入会で、レッスン料１カ月分無料。
  ≪キッズ・ジュニアクラス≫
　　・キッズ２（４歳～幼稚園年長）
　　・キッズ１（小学１年生～８歳）
　　・ジュニア（９歳～小学６年生）

  ≪一般成人クラス≫（中学生以上）
　　・初心／初級／初中級／中級

　詳細は、ウェブサイトを検索。ま
たは、お問い合わせください。

 ■駒ヶ谷テニスコート
　 SSK テニススクール
　 ☎ 072-957-5963

子ども市内銭湯無料入浴デー
親子ふれ愛（ふろ愛）事業
対�象　保護者または近所のおじさん、

おばさんと同伴の子ども（小学生以下）
※ただし、大人1人につき子ども1人
　が無料です。

日時　6 月 3 日・10 日・17日・24 日㈯
利用施設　ひかり湯、　
　古市温泉　☎ 072-956-0338
問合せ　社会教育課
　☎ 072-958-1111  内線 4450・4451

高齢者敬老入浴
対象　65 歳以上の市民（入浴時に対
　象年齢を確認）
日時　6 月15 日㈭、7月15 日㈯
料金　100 円
利用施設　古市温泉
　☎ 072-956-0338
問合せ　福祉支援課
　☎ 072-947-3824（直通）

壺井八幡宮 奉納神事 三々九手挟式
　創建された 950 年前には、源頼義・
義家親子をはじめ多くの武士が当地
で鍛錬に励んでいました。奉納風景
はその当時の情景に思いを馳せる機
会になるのではないでしょうか。
日時　6 月 4 日㈰　11:00 ～
場所　壺井八幡宮 境内
奉納　小笠原清忠 31世宗家をはじ
　め、「小笠原流 弓馬術礼法小笠原
　教場」の方々
問合せ　壺井八幡宮
　☎ 072-956-2824

水無月祭 開催（四天王寺大学）
　「煌

きらめき
」をテーマに、文化系クラブの

発表や、体験コーナー、催し、模擬
店などを出店。皆様のご来場をお待
ちしております。
日時　6 月25 日㈰  10:00 ～17:00 
場所　四天王寺大学キャンパス内
問合せ　同大学 学生支援センター
　☎ 072-956-9956（直通）

－ スポーツ －

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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6 月の主な行事
日 程 アリーナ 内 容
4 日
㈰ メイン 【大阪府体育連合】

 大阪府総合体育大会卓球の部
11 日

㈰ メイン 【卓球連盟】 
 クラブリーグ戦

18 日
㈰ サブ 【卓球連盟】 

 レイティング大会硬式
25 日

㈰
メイン 【高体連】

 第 34 回大阪地区選抜大会サブ

しぇいぷ up　Lesson
日程（各曜日全10 回）
 〔㈪クラス〕6 月26 日～ 9 月11日
 〔㈫クラス〕7月 4 日～ 9 月12日　
 〔㈬クラス〕7月5 日～ 9 月13 日
 〔㈭クラス〕7月 6 日～ 9 月14 日
 〔㈮クラス〕7月14 日～ 9 月22日
　10:00 ～11:00（㈭は13:45 ～14:45）
会場　サブアリーナ（変更の場合あり）
対象　女性の方　定員　各75人　
費用　4,000 円
持物　運動のできる服装と上靴
申込　6 月12日㈪ 受付 9:00 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

マタニティビクス教室
日時　6 月26 日～ 9 月 4 日 毎週㈪
　（全10 回） 11:15 ～12:00
会場　サブアリーナ（変更の場合あり）
対�象　6 月 26 日現在で、妊娠14 週

以降の正常な妊婦の方（市外の方
でも参加可）

定員　30 人　費用　3,000 円
持物　運動のできる服装と上靴
申込　6 月5 日㈪ 13:00 ～14:00
　コロセアム 2 階会議室にて事前説
　明会（無料）を開催。出席されない
　と受講できません。（筆記用具持参）

ダンベル体操教室
日時　7月 4 日～ 9 月12日毎週㈫
　（全10 回） 13:45 ～14:45
会場　サブアリーナ
対象　女性の方　定員　60 人
費用　4,000 円
申込　6 月13 日㈫ 受付 9:00 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

大阪エヴェッサチアダンススクール
日�時　6 月 26 日㈪　［クラス1］4 歳～小

学 3 年生 18:15 ～19:15［クラス 2］小
学 4 年生～中学生19:30 ～20:30

会場　フリールーム３
対象　4 歳～中学 3 年生（市外の方も可）
定員　各20 人　費用　1回1,620 円
持�物　動きやすい服装、室内シューズ、

飲み物、着替え
申込　6 月1日㈭ 受付 9:00 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

リフレッシュ体操教室　
日時　7月5 日～ 9 月13 日 毎週㈬
　（全10 回）13:45 ～14:45
会場　サブアリーナ
対象　女性の方　定員　60 人
費用　4,000 円
申込　6 月21日㈬ 受付 9:00 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

簡
かんたん

単エアロビクス教室　
この夏あなたの脂肪を燃やします。
簡単エアロ＆ゆったりストレッチポール
日時　7月７日～ 9 月15 日  毎週㈮
　（全10 回）14:00 ～15:00
会場　フリールーム1
対象　市内在住・在勤の方
定員　30 人　費用　4,000 円
申込　6 月16 日㈮ 受付13:00 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

気功教室　
日時　７月5 日～９月13 日 毎週㈬
　（全10 回）13:45 ～14:45
会場　フリールーム 3
対象　市内在住・在勤の方
定員　30 人　費用　4,000 円
持物　運動できる服装
申込　6 月14 日㈬
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

フラダンス教室 
日�時　7月 3 日・10 日・24 日・31日、

8 月7日・21日・28 日、9 月 4 日
㈪ 10:00 ～11:00　

会場　フリールーム２
定員　30 人
費用　4,110 円（保険料含む）
持物　運動できる服装とシューズ
申込　6 月12日㈪ 受付 9:30 ～
※参加費を持参（電話不可・代理可）

バトントワリング教室
日時　7月 4 日～ 9 月19 日 毎週㈫
　（全10 回）18:00 ～19:30
会場　メインアリーナ
対象　市内在住の小・中学生
定員　40 人 
費用　4,000 円 
　（バトン代 4,536 円別途必要）
申込　6 月20 日㈫ 受付17:30 ～
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

ミニバスケットボール（夏季）教室
日時　7月 4 日～ 9 月19 日 毎週㈫
　（全10 回）18:30 ～20:00
会場　サブアリーナ
対象　市内在住の小学５・６年生
定員　年間育成の考えから、春期教
　室生を優先して募集します。定員
　数は申込前日にご確認ください。
費用　2,000 円
申込　6 月20 日㈫ 18:00 ～18:15
　多数の場合は18:30 から抽選。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

 ■はびきのコロセアム
　  行事予定・教室参加者募集
　 ※申込開始時刻の時点で定員を超えた
　　 場合は抽選。（申込：コロセアム）
　 ☎ 072-937-3123

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ホープ ☎ 092-716-1404 へ。
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6 月の相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

相談 日時 会場 予約 ・ その他

法律相談

6 日・13 日・20 日・27 日・
7 月 4 日㈫ 13:00 〜 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※�相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。
　靴下を履いてお越ください。

1 日・15 日・7 月 6 日㈭　
13:00 〜 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 16 日㈮ 14:00 〜 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談

7 日㈬・9 日㈮・7 月 5 日㈬
13:30 〜 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接） 夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をと

りまく悩み全般。※予約は随時受け付けます。
☎ 072-958-1111　内線 105528 日㈬ 13:30 〜 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 〜 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体・知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 15 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。☎ 072-956-1000

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。☎ 072-958-7867

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約してください。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約してください。☎ 072-947-3836（直通）

育児・子育て・児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
ふるいち ☎ 958-3308 　むかいの 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 14:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
まずお電話でご相談ください。
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

毎月第 3 金曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 1 日・15 日㈭ 14:00 〜 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター 予約不要。直接お越しください。
民生委員の皆さんが、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 8 日・22 日㈭ 14:00 〜 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 20 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
産業振興課内）

地域就労支援センター  ☎ 072-937-0860 または直接お越しく
ださい。（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行って
おりません。） 
産業振興課  ☎ 072-958-1111　内線 2751

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp
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俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先していますので、ご了承ください。
また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
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プティ☆りずみっく体験レッスン
　親子でリトミックを楽しみませんか？
　今回は、1歳半～2 歳児のお子さ
んの募集です。
日時　6 月 8 日㈭ 10:30 ～
会場　LIC はびきの 3 階 セミナー室 A
費用　40 分 500 円
問合せ　林　携帯090-1444-8372

外壁塗装無料講座（要予約）
　一級塗装技能士による「業者選び」
の講座です。
内容　失敗しない業者選びの 5つの
　ポイント
日時　6 月16 日㈮ 10:00 ～12:00
会場　LIC はびきの 3 階 セミナー室 A
問合せ　主催 南大阪ペイントセンター
　綱本　☎ 072-337-0505
　［南大阪ペイントセンター］を検索

スクエアダンス1日体験レッスン　英語の合図で、グループになって踊ります
日時　6 月10 日・24 日㈯　13:00 ～14:00　会場　市民会館
対象　55 歳以下の男女。ご家族の参加大歓迎。　定員　各日  5人
費用　無料　申込　各3 日前までに FAX 申込　橋本　ＦＡＸ 050-1344-7101

－平成 29 年 春の叙勲－
　　 瑞宝双光章　看護業務功労　　住岡　範子　様
　　 瑞宝単光章　地方自治功労　　上野　優　　様

－第 28 回 危険業務従事者叙勲－
　　 瑞宝単光章　警察功労　　　　松本　満康　様

－平成 29 年 憲法記念日 大阪府知事表彰－
　　 公共関係功労者　市町村関係　　  樽井  佳代子　様
　　 公共関係功労者　市町村関係　 　 松井  康夫   　様
　　 公共関係功労者　福祉関係（個人）  田中  幸子　　様

叙勲受章・知事表彰受賞おめでとうございます

夫　　様公共関係功労者　文化関係（個人）  福井
公共関係功労者　地縁団体関係　  仲　  善吾　　様

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。

広 

告
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こちら
誉田4-2-1 ☎072-952-1234
http://www.hfankyo.or.jp羽曳野けいさつ署

社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

◆愛の献血にご協力を♥

7月31日㈪ 羽曳野市役所
（羽曳野ロータリークラブ共催）

10：00～12：00　13：00～16：30

　400㎖献血、複数回献血へのご協力をお
願いします。
特に若年層の献血者が激減しています。

　血液センターからの申し出により400㎖
献血限定での受け付けになります。
　献血カードをお持ちの方は、【献血方法
別の次回献血可能日】をご確認ください。

※本人確認のため、受付時に身分証明
書（免許証・保険証など）の提示をお願
いする場合があります。

善意のご寄付ありがとうございます

羽曳野チャリソフの会参加チーム一同
ビオラの集い
浅田　照次
浅田　悦弘
アンティークＧ空間
羽曳野市環境衛生事業協同組合
四ツ葉のクローバー　涌元　順子
匿名
匿名
匿名
匿名
増田　米子

¥60,000
¥2,000

¥20,000
¥10,000

¥600
¥30,000
¥2,000
¥2,000

¥20,000
¥10,000
¥50,000

ボッチャ競技の用具一式

（平成29年4月）（敬称略）
◆ベビっこひろば

6月7日㈬　11：00～12：00
ベビーハウス社協園庭（雨天の場
合は園内2階なかよしひろば）
園庭で泥んこ遊びをします☆
汚れてもいい服装で来てくださいね。

（各自で着替え・タオル・ビニール
袋など必要な物をご用意ください。）
地域の親子　※予約不要です。
ベビーハウス社協

☎ 072-930-0240

◆精神保健福祉ボランティア養成講座
こころの病について正しく理解し、精神障

がい者の方々が安心・安全に暮らせる地域
を一緒に作ってくださるボランティアの養
成講座を開催します。正しい知識を得ること
で、偏見や差別をなくせるよう一緒に学んで
みませんか？

6月8日、15日、22日、29日㈭
13:30～15:30
羽曳野市役所別館2階　研修室
（22日は施設見学のため現地集合）
原則、羽曳野市内でボランティア
活動できる方
※すべて出席された方には修了

証書をお渡しします。
30人
無料
6月5日㈪までに電話にてお申し
込みください。

☎072-958-2315
羽曳野市精神障がい者支援ボラ
ンティア「さくら草の会」
羽曳野市社会福祉協議会

日 時

場 所

対 象

定 員
費 用
申 込

共 催

◆とんとんサロンメンバー募集
高齢者や障がい者の生活が少しでも快

適になるように手すりや段差解消台の取り
付けや、木工・陶芸・紙すきなど物づくりの
作業を利用者さんと楽しく一緒にしていた
だけるボランティアを募集しています。あな
たの趣味や経験を活かしてください。

月曜～金曜
10：00～15：00（昼食付）
羽曳が丘3-24-1 第1ひまわり園
南古市3-67-1 古市ひまわり園
羽曳野市社会福祉協議会

☎072-958-2315

日　時

場　所

問合せ

◆非常勤保育士募集 あおぞら保育園
羽曳野市古市2-2-27　☎072-950-1105

ベビーハウス社協
羽曳野市高鷲9-2-17　☎072-930-0240

◆非常勤保育士募集

非常勤保育士を募集します。詳細について
は、右記までお問い合わせください。

社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします
社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会

災害は、いつ、どこで、どのように起こるか分かりません。
突然やってくる災害から身を守るために、普段からの備えが大切です。
◆ 家族が離ればなれになった時に集まる場所や連絡方法
◆ 市が指定している避難場所
◆ 災害時に持ち出す大切なもの
などについて、家族全員で確認しておきましょう。

もし避難指示が出れば？

警察官や市職員などの指示に従って
落ち着いて避難しましょう。

地震！！ 台風！！ 大雨！！
備えは大丈夫？

防災意識を高め、備えを万全に！

特殊詐欺に特殊詐欺にご用心ご用心
自分は「被害にあわない」
と思っている人が8割！

また、年齢があがるほど、その傾向にあります。

しかし、実際には多くの被害が…
あなたのご家族は大丈夫ですか？

オススメする
ナンバーディスプレイ機能の活用
　➡知らない電話には出ない
防犯機能付き電話用機器の使用
　➡警告メッセージが流れるものや迷惑電話を
　　ブロックするものも

やってあげる
在宅時でも留守番電話の設定
　➡犯人は声を残したがらない
非通知電話拒否の設定
　➡犯人は非通知で電話をかけてくることが多い

たいせつな家族や知人・友人を守るために

日 時
場 所

内 容

対 象
問合せ

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎072-958-2315　◆FAX072-958-3853
◆http://www．hasyakyo．net/
◆Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

−はびきの　2017.6.1−
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平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28

日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
29
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
は
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す

る
各
会
派
の
代
表
質
疑
を
中
心
に
報
告
し

ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
９
人
の
議
員

の
一
般
質
問
の
内
容
、
審
議
さ
れ
た
議
案

の
可
否
、
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

民
生
産
業
常
任
委
員
会
、
建
設
企
業
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
内
容

等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

1

 

第
1
回
定
例
会

　 

　
平
成
28
年
第
2
回
定
例
会
日
程

　
第
2
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

6
月
5
日
㈪
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

6
月
13
日
㈫
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月
14
日
㈬
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月
15
日
㈭
　
予
備
日

6
月
20
日
㈫
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

6
月
21
日
㈬
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

6
月
22
日
㈭
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

6
月
28
日
㈬
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、こ
の
日
程
は
、議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

墓
山
古
墳

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

2
月
22
日
㈬
　
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

2
月
28
日
㈫
　
○
本
会
議
第
1
日
目

　
　
　
　
　
　
・
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明

3
月
4
日
㈯
　
○
本
会
議
第
2
日
目「
土
曜
議
会
」

　
　
　
　
　
　
・
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （

6
会
派
質
疑
）

3
月
8
日
㈬
　
○
本
会
議
第
3
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
○
幹
事
長
会
議

3
月
9
日
㈭
　
○
本
会
議
第
4
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
4
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
○
幹
事
長
会
議

3
月
13
日
㈪
　
○
本
会
議
第
5
日
目

　
　
　
　
　
　
・
議
案
審
議

3
月
15
日
㈬
　
○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

3
月
21
日
㈫
　
○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

3
月
23
日
㈭
　
○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

3
月
28
日
㈫
　
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
○
本
会
議
第
6
日
目

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長
報
告
等

　
　
　
　
　
　
・
追
加
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
市
議
会
だ
よ
り
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
政
務
活
動
費
」
の
平
成
29
年
度
か
ら
の
制

度
改
正
に
つ
い
て
、詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
完
全
後
払
い
精
算
方
式
を
導
入

　
こ
れ
ま
で
毎
月
６
万
円
を
事
前
に
交
付
（
前

払
い
方
式
）
し
、
年
度
毎
に
精
算
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
３
カ
月
毎
の
政

務
活
動
に
要
し
た
実
績
額
に
よ
る
完
全
後
払
い

精
算
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
大
阪
府
下
の
市
町
村
に
先
駆
け
た
導

入
と
な
り
ま
す
。

○
領
収
書
等
の
ウ
ェ
ブ
公
開

　
透
明
性
を
図
る
た
め
、
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書

１
枚
か
ら
、
提
出
さ
れ
た
全
て
の
書
類
を
羽
曳

野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

○
経
費
の
範
囲
を
縮
減

　
判
例
等
に
基
づ
き
人
件
費
、
事
務
所
費
及
び

そ
の
他
の
経
費
を
廃
止
し
、
政
務
活
動
と
そ
れ

以
外
の
活
動
に
係
る
経
費
の
按
分
率
を
よ
り
適

正
に
し
ま
し
た
。

　（
廃
止
し
た
主
な
経
費
）

　
人
件
費
…
政
務
活
動
補
助
員
の
給
料
、手
当
、

社
会
保
険
料
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
等

　
事
務
所
費
…
事
務
所
の
賃
借
料
、
固
定
電
話

代
、
備
品
、
事
務
機
器
購
入
費
、
車
両
借
上
費

及
び
来
客
用
駐
車
場
の
賃
借
料
等

　
そ
の
他
の
経
費
…
携
帯
電
話
代
、
ガ
ソ
リ
ン

代
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
等

　
政
務
活
動
費
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
経

費
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
市
議
会
で
は
市
民
の

皆
様
と
同
じ
視
点
に
立
ち
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
運
用
に
資
す
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
制
度
改
正
に
つ
い
て

発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告    1 地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について 報告
議　案    1

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

副市長の選任に係る同意について
固定資産評価員の選任に係る同意について
権利の放棄について
権利の放棄について
権利の放棄について
権利の放棄について
羽曳野市道路線の廃止について
羽曳野市道路線の認定について
副市長の退職手当の特例に関する条例の制定について
羽曳野市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準等を定める条例の制定について
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立青少年児童センター条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市個人情報保護条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立児童館条例の一部を改正する条例の制定について
平成 28 年度羽曳野市一般会計補正予算（第６号）
平成 28 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第４号）
平成 28 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第５号）
平成 29 年度羽曳野市一般会計予算
平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市と畜場特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市財産区特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市公共下水道特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市土地取得特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計予算
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計予算
副市長の選任に係る同意について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

同　意
同　意

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　意

即日原案可決

議案提出議案 1 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 即日原案可決

請　願    1 羽曳野市立島泉保育園を安心・安全な施設とするよう求める請願 継続審査

意 見 書   1
2
3

「官僚の天下り」の徹底解明と、必要な法・制度の改正を求める意見書
無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備促進を求める意見書
指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

 第 1 回定例会で審議された案件と議決結果

2

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 市民クラブ 大阪維新の会 公明党 日本共産党 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会 

議
員
名

         

結 

果

花
川
　
雅
昭

金
銅
　
宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田
　
恭
輔

田
仲
　
基
一

竹
本
　
真
琴

日
和
千
賀
子

上
薮
　
弘
治

外
園
　
康
裕

笠
原
由
美
子

通
堂
　
義
弘

嶋
田
　
　
丘

広
瀬
　
公
代

若
林
　
信
一

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

今
井
　
利
三

林
　
　
義
和

議案 18 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

議  

長

○ ○ ○
議案 25 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案 26 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案 27 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案 30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案 32 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

※松村尚子議員は、議長職のため採決には加わらず



−市議会だより　2017.6.1−38

市議会だより

3

今
井
利
三
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
や
大

阪
府
子
ど
も
総
合
計
画
を
踏
ま
え
て
、
市
と

し
て
課
題
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

●
答
弁
　
大
阪
府
子
ど
も
総
合
計
画
に
対
し

て
、
市
町
村
計
画
で
あ
る
は
び
き
の
こ
ど
も

夢
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
母
子
家
庭
等
自
立
支

援
計
画
等
も
一
体
的
に
策
定
し
、
包
括
的
な

子
育
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
は
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

●
答
弁
　
大
阪
府
の
新
子
育
て
支
援
交
付
金

を
活
用
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
と
し

て
日
常
生
活
支
援
事
業
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
、
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

●
質
問　
生
活
困
窮
者
世
帯
の
就
労
支
援
の

状
況
は
。

●
答
弁
　
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
の
相

談
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
っ
た
自

立
支
援
計
画
を
立
て
て
包
括
的
、
継
続
的
な

支
援
を
行
え
る
体
制
を
整
備
し
た
。
本
人
の

希
望
す
る
職
業
や
働
き
方
に
応
じ
た
求
人
情

報
の
提
供
、就
労
に
関
す
る
助
言
、相
談
な
ど
、

相
談
者
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
は
、
地
域

で
の
居
場
所
づ
く
り
が
大
切
。
そ
れ
に
は
、

埴
生
地
区
の
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
大
事
だ
と
思
う
が
、
機
能
、
役
割
、
基
本

的
な
考
え
と
方
針
は
。

●
答
弁
　
は
び
き
の
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
第
４

章
「
子
育
ち
支
援
の
充
実
」
の
中
で
、「
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
家
庭
、
地
域
と

連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に
い
か

し
、
講
座
の
開
催
、
子
ど
も
の
健
全
な
遊
び

を
通
じ
て
健
康
を
増
進
し
、
豊
か
な
情
操
を

は
ぐ
く
み
ま
す
。」
と
記
載
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
意
見　
向
野
地
域
の
学
習
支
援
と
居
場
所

づ
く
り
を
紹
介
す
る
。
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

前
に
も
と
も
と
あ
っ
た
喫
茶
店
で
は
、
そ
の

２
階
を
開
放
し
、
子
供
達
が
宿
題
を
す
る
場

所
と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
の
清
掃
会
社
の
社
員
の
方
々
が
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
午
後
２
時
か
ら
５
時
30
分

ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
を
し
て
下
さ

っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
、
そ
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
、
応
援
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
応
援
し
て
ほ
し
い
。

《
奨
学
資
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
当
市
が
現
在
行
っ
て
い
る
支
援

は
あ
る
か
。②
国
、府
の
支
援
体
制
は
あ
る
か
。

●
答
弁
　
①
私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
及

び
公
立
高
校
の
授
業
料
減
免
制
度
の
拡
充
の

開
始
に
よ
り
、
本
市
の
奨
学
金
制
度
は
廃
止

し
、
現
在
も
制
度
化
し
て
い
な
い
。
②
府
の

制
度
と
し
て
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
い
て
教
育
支
援
資
金
貸
付
制
度
が
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
非
課
税
世

帯
な
ど
低
所
得
者
世
帯
が
対
象
。
国
の
制
度

と
し
て
は
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
が
あ

る
。
他
の
奨
学
金
制
度
と
し
て
は
、
高
等
学

校
進
学
に
は
大
阪
府
育
英
会
、
大
学
等
進
学

に
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
無
利
子
の
貸
付

制
度
が
あ
る
。

●
要
望　
入
学
金
を
納
め
る
時
期
に
も
市
で

相
談
窓
口
を
つ
く
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
基
本
見
解
と
昨
年
12
月
に

施
行
さ
れ
た
法
を
具
体
化
し
た
施
策
は
。

●
答
弁
　
市
と
し
て
部
落
差
別
の
解
消
に
向

け
て
法
の
理
念
を
具
体
化
す
べ
く
、
啓
発
、

教
育
、
相
談
事
業
を
さ
ら
に
事
業
化
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
待
機
児
の
解
消
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
》

●
質
問　
①
平
成
28
年
度
希
望
者
が
入
園
で

き
な
か
っ
た
人
数
は
。
②
市
の
対
策
と
計
画

は
。
③
第
１
子
が
卒
園
し
て
も
保
育
料
の
多

子
減
免
が
で
き
な
い
か
。
④
学
童
保
育
の
通

年
土
曜
実
施
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
平
成
29
年
３
月
１
日
時
点
で
は

保
育
を
要
し
な
い
希
望
者
を
含
め
て
１
４
６

名
だ
っ
た
が
、
入
園
が
必
要
な
方
は
４
月
１

日
か
ら
可
能
な
状
況
と
な
っ
た
。
②
保
護
者

の
願
い
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
現
在
整
備
中

の
向
野
保
育
園
を
中
心
に
、
公
立
保
育
園
で

の
受
け
入
れ
増
を
図
る
。
民
間
保
育
園
と
も

連
携
・
協
力
し
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組

み
た
い
。
③
平
成
28
年
４
月
か
ら
第
１
子
年

齢
の
上
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。
条
件
に
よ
り
異

な
る
が
、
給
与
収
入
約
３
６
０
万
円
の
世
帯

で
第
１
子
が
卒
園
し
て
も
第
２
子
の
保
育
料

が
半
額
と
な
る
。
④
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
児
童
増
加
や
配

慮
が
必
要
な
児
童
へ
の
適
切
な
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
公
立
保
育
園
の
耐
震
化
や
認
可
保

育
所
の
増
設
を
早
急
に
進
め
、
希
望
者
全
員

が
入
園
で
き
る
よ
う
要
望
。
所
得
制
限
な
し

で
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
や
保
育
料
引
き

下
げ
を
。
早
期
に
学
童
保
育
の
通
年
土
曜
実

施
を
要
望
。

《
中
学
校
の
全
員
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
全
員
給
食
実
施
に
向
け
た
市
の

考
え
は
。
②
昨
年
実
施
し
た
無
料
試
食
会
の

目
的
と
実
施
状
況
は
。
③
喫
食
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

●
答
弁
　
①
家
庭
弁
当
を
通
じ
た
家
族
の
つ

な
が
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
育
む
必

要
性
と
、
持
参
で
き
な
い
生
徒
の
成
長
、
発

達
に
資
す
る
よ
う
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
食
事
を
提
供
す
る
必
要
性
を
両
立
さ
せ
る

観
点
で
、
選
択
制
を
継
続
し
て
い
く
。
②
健

全
な
成
長
に
不
可
欠
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
の
喫
食
機
会
を
拡
大
し
、
一
人
で
も
多

く
の
生
徒
に
中
学
校
給
食
を
知
り
、
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
全
校
生
徒
を
対
象
に
実

施
。
全
体
の
約
33
％
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

③
地
元
食
材
を
使
用
し
た
り
季
節
行
事
に
合

わ
せ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
、
温
か
い
ま
ま

食
べ
ら
れ
る
容
器
の
採
用
な
ど
、
よ
り
お
い

し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　

給
食
が
よ
い
と
考
え
る
か
ら
こ

そ
、
喫
食
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
は

ず
。
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
が
、
ま
ず
は
早

急
に
中
学
校
の
全
員
給
食
実
施
を
要
望
。

《
国
保
料
の
引
き
下
げ
と
介
護
保
険
料
の
軽

減
に
つ
い
て
》

●
質
問　
日
本
共
産
党
議
員
団
が
行
っ
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
医
療
・
福
祉
施
策
で
は
、

回
答
者
の
６
割
が
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
望

み
、
要
望
の
ト
ッ
プ
。
２
位
は
医
療
費
負
担

の
軽
減
、
３
位
が
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

で
あ
っ
た
。
大
幅
な
補
助
金
の
増
額
を
国
に

求
め
、
市
も
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
て

保
険
料
を
軽
減
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁
　
機
会
あ
る
ご
と
に
国
、
府
へ
要
望

を
行
い
た
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
、
単
に
保
険
料
引
き
下
げ
や
赤
字
補
填
の

た
め
で
な
く
、
保
険
料
減
免
も
含
め
前
納
報

奨
金
、
健
康
施
策
の
充
実
な
ど
に
計
画
的
に

目
的
を
持
っ
て
行
う
べ
き
。
こ
こ
数
年
は
、

保
有
し
て
い
る
剰
余
金
の
活
用
で
国
保
の
運

営
を
維
持
し
て
き
た
。

●
要
望　
市
民
が
払
っ
た
保
険
料
の
剰
余
金

や
一
般
会
計
で
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
強
く
要
望
。

《
恵
我
ノ
荘
駅
前
踏
切
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

歩
道
の
確
保
や
立
体
化
な
ど
安
全
対
策
を
質

問
、
要
望
。
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
再
犯
防
止
が
地
方
自
治
体
の
責
務

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
市
で
は
再
犯
防

止
推
進
法
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
法
律
の
趣
旨
に
則
り
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
再

犯
防
止
等
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
国
、
府
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
責
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
質
問　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
施
設

で
あ
る
。
主
な
活
動
は
、
地
域
の
関
係
機
関

や
団
体
と
の
連
帯
推
進
、
地
域
に
根
差
し
た

犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
、
更
生
保
護
団
体
と

の
連
携
推
進
、
地
域
の
更
生
保
護
活
動
に
関

す
る
情
報
提
供
や
市
民
か
ら
の
犯
罪
、
非
行

に
関
す
る
相
談
な
ど
が
あ
る
。
当
市
と
し
て
、

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
保
護
司
会
が
公
的
機
関
の
施
設
等
の
一

部
を
借
用
し
、
企
画
調
整
保
護
司
が
常
駐
し

て
犯
罪
予
防
活
動
を
行
う
拠
点
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

再
犯
防
止
を
図
る
こ
と
は
、
再
犯
防
止
推
進

法
の
理
念
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
設
置
に

つ
い
て
は
市
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
市
民
の
皆
様
が
本
当
に
住
み
よ
い
、
安

心
・
安
全
な
羽
曳
野
市
を
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
ま
た
、
再
犯
防
止
な
ど
に
関
す
る

施
策
の
基
本
理
念
を
定
め
、
地
方
公
共
団
体

の
責
務
を
受
け
と
め
る
た
め
に
、
当
市
に
も

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い

羽
曳
野
市
で
あ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

《
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
》

●
質
問　
地
方
公
共
団
体
の
中
に
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
を
取
り
入
れ
て

い
る
市
区
町
村
が
あ
る
。
利
用
者
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
納
付
サ
イ
ト
か
ら
い
つ
、
ど

こ
に
い
て
も
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
支
払
い
方
法
も
選
択
で
き
、
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
当
市

で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
の
導

入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
現
在
、
当
市
に
市
税
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
手
段
と
し
て
は
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
と
、
納
付
書
に
よ
る
市
の
窓
口
や
指

定
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
が
あ
る
。
今
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
は
じ
め
と
す
る
収
納
環
境
整
備
の
多
様

化
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、

納
付
さ
れ
る
方
の
環
境
整
備
を
図
り
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
な
収
納
方

法
の
研
究
に
努
め
、
適
切
に
検
討
、
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

の
導
入
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
精
査
し
、

他
の
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
て
、
納
税
者

の
皆
様
の
納
付
方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
今
後

導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。

上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
方
創
生
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

拠
点
整
備
交
付
金
に
関
し
て
は
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
や
竹
内
街
道
の
ア
ピ

ー
ル
に
活
用
で
き
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
両
者
が
存
在
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
白
鳥
陵
の
横
を
竹
内
街
道
が
通
っ
て
お

り
、
白
鳥
か
ら
軽
里
に
か
け
て
の
竹
内
街
道

沿
い
に
は
幾
つ
か
の
空
家
や
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
古
民
家
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
観
光

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
訪
れ
た
方
々
の
休
憩
所
、

飲
食
、
店
舗
、
歴
史
資
料
展
示
、
民
泊
等
の

整
備
に
活
用
で
き
る
と
思
う
が
、
当
市
の
考

え
は
。

●
答
弁
　
国
が
示
す
主
な
対
象
施
設
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
は
、
①
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
資
す
る
公
設
の
試
験
研
究
機
関
の
改

修
等
②
地
域
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地

域
づ
く
り
に
効
果
的
な
観
光
施
設
の
改
修
等

③
地
域
全
体
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
の
確
立
に
資
す
る
収
益
施
設
等
の
整
備
④

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
に
資
す
る
多
世
代

交
流
の
拠
点
施
設
の
整
備
⑤
移
住
・
定
住
促

進
の
た
め
に
行
う
空
き
施
設
の
改
修
等
⑥
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
に
資
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
日
常
的
な
活
動
の
場
と
し
て
機

能
す
る
基
幹
的
な
拠
点
施
設
の
整
備
等
、
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

内
容
に
該
当
す
る
拠
点
整
備
を
行
う
上
で
、

空
家
や
古
民
家
を
改
修
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、
観
光
と

し
て
の
設
備
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
ほ
し
い
。

一
度
訪
れ
た
方
が
、
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
拠
点
整
備
を
要

望
す
る
。

《
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
登
録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
来
年
度
、
当
市
は
市
制
60
周
年
を

迎
え
る
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
竹
内
街
道
と
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
を
メ
ー
ン
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
、
当
市
の
考
え
は
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

隣
接
の
太
子
町
と
相
互
協
力
し
、
竹
内
街
道

に
だ
ん
じ
り
を
集
結
さ
せ
て
は
と
考
え
る

が
、
当
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
当
市
で
は
平
成
30
年
度
に
市
制
60

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
記
念
事

業
の
実
施
に
向
け
た
準
備
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
と
竹
内
街
道

の
合
同
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録

推
進
本
部
会
議
や
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大

道
）
活
性
化
実
行
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要

と
考
え
る
。
提
案
も
含
め
て
今
後
、
市
制
60

周
年
記
念
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
昨
年
、
大
阪
府
に
海
外
か
ら
の
観

光
客
が
９
４
０
万
人
訪
れ
て
い
る
現
状
を
考

え
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
歴
史
、
文
化
、
伝
統
に
よ

る
知
名
度
の
向
上
、
そ
し
て
情
熱
的
な
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
融
合
、
ま
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
等
の
発
信
を
利
用

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に
取
り
組
む
よ
う

要
望
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
竹
内
街
道
の
日

本
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

《
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
減
債
基
金
の
設
置
と
条
例
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
他
市
の
条
例
等
を
参
考
に
し
て
、

決
算
議
会
で
の
上
程
を
考
え
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

4
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花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
小
売
店
舗
及
び
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
け
る
商
業
拠
点
と
し
て
の
恵
我
ノ

荘
駅
周
辺
商
店
街
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

●
答
弁
　
市
内
の
各
駅
前
は
市
の
顔
で
あ

る
。
特
に
、
商
店
街
や
小
規
模
店
舗
は
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
。
小
さ
な
店
に
活
気
が

あ
っ
て
こ
そ
、
ま
ち
全
体
と
し
て
の
賑
わ
い

が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

●
要
望　
恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
は
、
道
路
拡
幅

事
業
や
駅
前
広
場
等
の
事
業
化
に
よ
り
、
数

年
の
間
に
必
ず
一
変
す
る
。
地
域
、
商
店
街
、

行
政
と
各
分
野
の
方
の
連
携
と
協
力
で
、
恵

我
之
荘
の
ま
ち
づ
く
り
を
成
功
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
長
並
び
に
理
事
者
の
方
々

の
英
知
を
絞
り
、
協
力
を
期
待
す
る
。

●
質
問　
軽
ト
ラ
市
と
商
店
街
活
性
化
の
相

乗
効
果
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
現
在
、
軽
ト
ラ
市
を
活
用
し
、
駅

周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の
地
元
独
自

の
取
り
組
み
も
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
今
後
、
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
地
域
と
連
携
し
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
要
望　
軽
ト
ラ
市
と
商
店
街
の
連
携
し
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
期
待
す
る
。

●
質
問　
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
化
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

●
答
弁
　
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、
保
育
所
の
空
き
状
況
の
地
域
格
差
を
解

消
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
駅
前
等
利
便
性

の
高
い
場
所
に
拠
点
を
設
け
て
子
供
を
預
か

り
、
専
用
バ
ス
で
市
内
の
保
育
所
へ
送
迎
す

る
も
の
。
現
在
、
保
育
所
の
空
き
状
況
に
差

は
な
い
が
、
今
後
有
効
な
方
策
と
し
て
研
究

課
題
と
す
る
。

●
要
望　
補
助
金
な
ど
を
最
大
に
活
用
し
、

待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
要
望
す
る
。

《
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
た
な
義
務
教
育
学
校
制
度
の
概

要
と
学
校
間
格
差
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
１
年
生
か
ら
９
年
間
の
教
育
課
程

に
お
い
て
、
柔
軟
な
学
年
の
区
切
り
等
を
創

設
で
き
る
も
の
。
生
徒
の
発
達
状
況
に
即
し

た
効
果
的
な
指
導
が
展
開
で
き
る
。
学
校
ご

と
に
特
色
の
あ
る
、
中
身
の
濃
い
当
市
の
教

育
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
少
子
化
に
よ
る
教
育
課
程
の
柔
軟

化
が
目
的
と
感
じ
た
。
事
業
化
に
は
十
分
慎

重
に
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
良
好
な
事

業
運
営
を
期
待
す
る
。

《
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
奨
励
と

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
高
齢
者
の
増
加
な
ど
か
ら
、
自
主

返
納
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に
増

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
移
動
方
法
に
大
き
な

制
約
が
生
じ
る
た
め
、
外
出
機
会
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。

●
質
問　
運
転
免
許
証
返
納
後
の
買
い
物
や

通
院
な
ど
の
移
動
手
段
確
保
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

●
答
弁
　
こ
の
課
題
は
高
齢
者
福
祉
施
策
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
交
通
安
全
や
移
動
、
買

い
物
支
援
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
重

要
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
行

政
と
し
て
、
地
域
の
特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
な

ど
を
調
査
研
究
す
る
方
向
。

●
要
望　
保
健
福
祉
部
は
も
と
よ
り
、
行
政

全
体
で
高
齢
者
の
生
活
環
境
の
維
持
、
確
保

を
早
急
に
考
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
①
今
年
度
か
ら
始
ま
る
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
や
ま
ち
再
生
出
資
業
務

な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
②
幼
小
中
に
お
け
る

規
模
の
適
正
化
と
再
編
に
つ
い
て

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
市
民
生
活
に
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
近
大
医
学
部
附
属
病
院
の
中
枢
機

能
が
堺
市
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果

３
次
救
急
医
療
ゼ
ロ
地
帯
と
な
る
南
河
内
の

医
療
体
制
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
酒
井
副
市
長
　
議
員
か
ら
提
言
の
あ
っ
た

医
療
機
関
の
新
設
、
２
次
救
急
医
療
機
関
の

能
力
向
上
、
医
療
圏
広
域
連
携
な
ど
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

●
要
望　
国
を
動
か
す
熱
意
で
解
決
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。
今
回
提
言
し
た
３
つ
の
指

針
が
前
進
す
る
事
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
市
民
病
院
も
火
葬
場
も
な
い
羽
曳

野
市
。
黒
字
財
政
が
市
民
負
担
で
成
り
立
っ

て
い
る
な
ら
、
黒
字
還
元
も
求
め
た
い
。
南

河
内
近
隣
市
の
火
葬
場
有
無
の
現
状
は
。
瓜

破
斎
場
利
用
の
場
合
、
費
用
面
で
大
阪
市
民

と
羽
曳
野
市
民
と
の
違
い
は
。

●
答
弁
　
市
営
火
葬
場
が
な
い
の
は
本
市
と

松
原
市
。
使
用
料
は
大
阪
市
民
が
１
万
円
、

羽
曳
野
市
民
は
６
万
円
。

●
要
望　
市
民
の
費
用
格
差
分
を
補
う
補
助

制
度
、
見
舞
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

●
質
問　
懐
風
館
高
校
に
つ
い
て
、
高
校
が

地
域
と
密
着
す
る
に
は
、
や
は
り
校
名
に
羽

曳
野
の
名
を
冠
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

●
教
育
長
　
府
教
委
か
ら
は
、
多
数
の
総
意

な
ら
制
度
と
し
て
可
能
と
聞
い
て
い
る
。
個

人
的
に
は
、
羽
曳
野
の
高
校
と
い
う
意
識
が

醸
成
さ
れ
、
よ
い
こ
と
で
は
と
考
え
る
。

●
要
望　
懐
風
館
高
校
を
地
域
人
材
育
成
の

場
と
し
て
市
民
が
よ
り
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る

取
り
組
み
を
。開
校
10
周
年
を
機
に
、羽
曳
野

の
名
を
校
名
に
冠
す
る
働
き
か
け
も
求
め
る
。

《
便
利
で
快
適
な
交
通
環
境
に
つ
い
て
》

●
質
問　
古
市
と
堺
市
仁
徳
陵
間
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
試
験
運
行
開
始
は
以
前
か
ら
訴
え
て

き
た
。
堺
・
羽
曳
野
間
の
市
民
ア
ク
セ
ス
向

上
に
大
き
な
前
進
。
次
策
と
し
て
関
空

－

古

市
間
に
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
誘
致
を
提
案
す
る
。

●
答
弁
　
試
験
運
行
を
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
民

間
事
業
者
参
入
の
可
能
性
な
ど
の
資
料
と
し

て
活
用
し
た
い
。
世
界
遺
産
登
録
を
契
機
に
、

国
外
か
ら
の
来
訪
者
も
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
関
空
か
ら
の
直
行
便
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。

●
質
問　
古
市

－

新
大
阪
間
新
鉄
道
路
線
に

つ
い
て
。
近
鉄
柏
原
駅
と
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
の
相

互
乗
り
入
れ
化
で
、
直
接
新
大
阪
駅
に
ア

ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
。
近
鉄
南
大
阪
線
・

道
明
寺
線
・
南
海
線
は
、
狭
軌
規
格
の
１
，

０
６
７
ミ
リ
。
Ｊ
Ｒ
在
来
線
と
同
じ
で
あ
る

た
め
、
線
路
改
修
の
必
要
は
な
い
。
実
現
す

れ
ば
古
市
周
辺
は
賑
う
。
こ
の
事
に
つ
い
て

ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

●
答
弁
　
南
海
・
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
相
互
乗
り

入
れ
が
大
阪
府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
実
現
に
は
技
術
面
や
経
営

面
で
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協

議
調
整
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

●
質
問　
市
道
延
伸
が
で
き
ず
、
特
に
危
険

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
高
鷲
10
丁
目
Ｔ
字
交

差
点
か
ら
農
協
交
差
点
付
近
と
、
高
鷲
南
中

学
校
進
入
口
の
交
差
点
の
２
カ
所
の
定
点
観

測
を
要
望
す
る
。
い
か
に
危
険
か
を
日
中
で

は
な
く
小・中
学
生
の
登
校
時
間
帯
に
観
測
を
。

●
答
弁
　
２
カ
所
の
交
差
点
の
定
点
観
測

は
、
生
徒
の
事
故
防
止
の
観
点
と
現
状
把
握

の
た
め
必
要
と
考
え
る
。

●
要
望　
関
空
に
も
新
大
阪
に
も
直
結
し
、

生
活
道
路
が
美
し
く
整
備
さ
れ
た
羽
曳
野
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
。
高
速
道
路
の
便
利
さ

に
加
え
、
都
市
計
画
に
沿
っ
た
美
し
い
街
並

み
形
成
と
、
関
空
・
新
大
阪
な
ど
へ
の
公
共

交
通
の
利
便
性
が
備
わ
れ
ば
、
当
市
の
持
つ

歴
史
と
自
然
の
魅
力
か
ら
、
人
・
物
・
お
金

は
民
間
の
力
で
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
。

5
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
公
共
施
設
の
老
朽
化
と
耐
震
化
の
対
策
に

つ
い
て
》

●
質
問　
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
が
防
災
の

観
点
か
ら
も
待
っ
た
な
し
の
課
題
。
30
年
以

内
に
は
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
市
内
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
耐
震
化

の
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
し
、
期
間
を
４
等
分
し
て
10
年
間
を
対
象

と
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
順
次
策
定
す

る
予
定
。
耐
震
化
等
の
必
要
な
施
設
は
、
市

役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
の
ほ
か
幼
稚
園
と

保
育
園
の
一
部
を
含
む
17
施
設
。

●
要
望　
年
次
計
画
、
５
年
目
の
中
期
計
画

も
示
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

３
万
２
，
３
９
４
人
で
、
人
口
の
28
．
６
％
。

高
齢
者
に
と
っ
て
外
出
は
健
康
づ
く
り
に
大

切
で
切
実
な
要
望
。
外
出
支
援
と
し
て
の
対

応
、
公
共
施
設
循
環
バ
ス
の
増
車
と
増
発
、

府
内
の
対
策
を
質
問
す
る
。

●
答
弁
　
65
歳
以
上
の
在
宅
で
要
介
護
認
定

４
又
は
５
の
方
に
、
リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
27

年
度
の
登
録
者
は
１
６
３
名
。
公
共
施
設
循

環
バ
ス
の
増
車
及
び
増
発
は
予
定
し
て
い
な

い
が
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
公
共
施
設
循
環
バ
ス
は
、
利
用
者

の
意
見
を
生
か
し
た
路
線
の
拡
充
、
他
の
市

や
全
国
の
外
出
支
援
策
を
参
考
に
新
た
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
強
く
要
望
す
る
。

《
大
阪
府
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
知
事
は
、
カ
ジ
ノ
や
万
博

誘
致
お
よ
び
巨
大
開
発
な
ど
を
大
阪
市
と
進

め
る
一
方
、
福
祉
や
暮
ら
し
を
切
り
捨
て
よ

う
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
や
35
人
以
下
学
級
の
拡
充
を
見
送
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
補
助
金
カ
ッ
ト
、
古

市
府
営
住
宅
も
２
０
０
戸
が
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
府
民
の
批
判
が
高
ま
り
、
乳
幼
児
と
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
の
自
己
負
担
引
き
上
げ

は
来
年
４
月
に
延
期
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
と

障
害
者
に
負
担
と
な
る
大
幅
な
制
度
の
後
退

を
押
し
付
け
る
内
容
。
市
民
へ
の
新
た
な
負

担
、
当
市
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
老
人
医
療
と
障
害
者
医
療
の
整

理
統
合
に
よ
り
、
対
象
外
と
な
る
方
は
約

４
４
４
人
。
再
構
築
後
の
重
度
障
害
者
医
療

は
１
医
療
機
関
の
月
額
上
限
撤
廃
、
院
外

調
剤
の
自
己
負
担
１
薬
局
１
日
５
百
円
以

内
、
月
額
上
限
２
千
５
百
円
を
３
千
円
に
改

定
。
制
度
見
直
し
の
対
象
は
老
人
医
療
が
１
，

３
３
２
人
、
障
害
者
医
療
は
８
４
３
人
。
府

の
見
直
し
に
際
し
、
市
独
自
の
対
応
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
市
長
は
、
市
民
に
負
担
を
押
し
付

け
２
千
６
百
人
以
上
の
方
が
被
害
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
見
直
し
に
反
対
の
立
場
を
示
し
、

福
祉
の
増
進
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

《
事
務
処
理
の
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
個
人
情
報
掲
載
書
類
の
紛
失
、
地

方
交
付
税
の
過
大
な
受
け
取
り
の
原
因
と
再

発
防
止
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
文
書
は
紛
失
事
案
と
し
、
申
請
者

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
事
務
処
理
は
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
礼
を
毎
日
実
施
し

て
円
滑
な
事
務
処
理
に
努
め
て
い
る
。
地
方

交
付
税
は
、
生
活
保
護
受
給
中
の
入
院
者
数

の
報
告
値
が
過
大
で
あ
っ
た
。
今
年
度
中
に

シ
ス
テ
ム
改
修
を
予
定
、
職
員
に
重
要
性
に

つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
各
施
策
の
実

施
や
市
民
生
活
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。

●
意
見　
地
方
交
付
税
の
過
大
な
受
け
取
り

は
８
年
間
に
６
億
円
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

の
対
応
策
は
引
き
続
き
審
議
を
深
め
て
い

く
。

外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
避
難
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
市
内
の
避
難
訓
練
の
実
施
状
況

は
。
②
市
内
の
学
校
園
で
の
実
施
頻
度
、
内

容
な
ど
は
。

●
答
弁
　
①
小
学
校
区
単
位
の
避
難
訓
練
、

防
災
訓
練
は
、
平
成
28
年
度
が
６
件
で
、
参

加
者
は
お
お
よ
そ
１
，
６
５
０
人
。
地
区
内

に
あ
ら
か
じ
め
貼
り
紙
等
で
倒
壊
家
屋
や
通

行
で
き
な
い
箇
所
等
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
の

目
撃
情
報
を
報
告
し
て
も
ら
う
校
区
も
あ

り
、
児
童
ら
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

②
幼
稚
園
で
は
毎
月
１
回
、
小
・
中
学
校
で

は
学
期
に
１
回
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
も
防
災
教
育
に
関
す
る
指

導
案
を
作
成
し
、
全
て
の
小
学
校
の
高
学
年

で
取
り
組
み
を
展
開
。
中
学
校
で
も
今
年
度

か
ら
同
様
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部

で
防
災
教
育
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
学
生

に
よ
る
防
災
教
室
を
駒
ヶ
谷
小
学
校
、
古
市

南
小
学
校
の
２
校
で
実
施
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
質
問　
①
災
害
備
品
の
備
蓄
状
況
は
。
②

空
き
教
室
を
災
害
備
品
の
保
管
場
所
と
し
て

活
用
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
①
現
在
は
分
散
型
拠
点
備
蓄
方
式

を
実
施
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
と
中

央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
横
の
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
横

に
も
備
蓄
倉
庫
を
併
設
す
る
予
定
。
②
少
人

数
指
導
や
習
熟
度
別
授
業
に
よ
る
分
割
授
業

の
導
入
、
支
援
学
級
在
籍
者
数
の
増
加
、
留

守
家
庭
児
童
会
の
児
童
増
加
な
ど
に
よ
り
、

空
き
教
室
が
十
分
に
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

●
要
望　
避
難
訓
練
の
重
要
性
、
必
要
性
を

よ
り
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
啓
蒙
活
動
を
進
め
て
ほ
し
い
。
今
後

も
防
災
教
育
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し

て
ほ
し
い
。
学
校
園
の
普
段
使
用
し
て
い
な

い
門
も
、
年
に
１
回
は
開
閉
で
き
る
か
の
確

認
を
お
願
い
し
た
い
。

《
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
は
。
②

来
年
度
の
整
備
予
定
は
。

●
答
弁
　
①
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年

２
月
末
ま
で
の
利
用
件
数
は
１
７
７
件
で
、

利
用
者
数
は
９
，
５
１
７
人
。
②
市
民
プ
ー

ル
の
整
備
を
考
え
て
お
り
、
平
成
30
年
度
か

ら
開
校
予
定
の
義
務
教
育
学
校
の
生
徒
も
使

用
で
き
る
プ
ー
ル
仕
様
と
し
、
施
設
の
有
効

利
用
を
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
①
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
②
義
務
教
育
学
校
の
使
用
期
間
は
。

●
答
弁
　
①
駐
車
場
は
、
拡
幅
及
び
遊
歩
道

の
延
長
、
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。
②
プ
ー
ル
授
業
の
期
間
は
６
月
中

旬
か
ら
７
月
末
で
あ
る
た
め
、
工
事
期
間
は
平

成
30
年
５
月
末
ま
で
と
し
、
６
月
か
ら
は
義
務

教
育
学
校
が
使
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。
市

民
プ
ー
ル
と
し
て
開
放
す
る
期
間
は
、
８
月
の

１
カ
月
間
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　
事
故
を
誘
発
し
な
い
よ
う
に
、
事

前
に
幾
重
に
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。
授
業
以

外
に
も
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
学
校
が
使
用
す

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
事
前

に
調
整
を
し
て
ほ
し
い
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
義
務
教
育
学
校
の
生
徒
の
安
全
は
も
と

よ
り
、
来
場
者
が
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ま
た
近
隣
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
検

討
す
る
こ
と
を
要
望
。
ま
た
、
防
災
公
園
と

し
て
も
よ
り
充
実
す
る
よ
う
、
さ
ら
に
尽
力

し
て
ほ
し
い
。
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本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
公
立
小
学
校
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
の
公
立
小
学
校
の
和
式
ト
イ

レ
を
全
て
洋
式
ト
イ
レ
に
変
更
し
た
場
合
の

予
算
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
。

●
答
弁
　
１
カ
所
当
た
り
約
40
万
円
程
度
。

全
て
洋
式
に
変
更
し
た
場
合
、
１
億
３
，

６
０
０
万
円
程
度
の
予
算
が
必
要
。

●
質
問　
国
庫
補
助
制
度
の
概
要
は
。

●
答
弁
　
対
象
工
事
費
の
下
限
額
が
１
校
当

た
り
４
０
０
万
円
、
交
付
金
の
算
定
割
合
は

３
分
の
１
が
原
則
。

●
質
問　
将
来
的
な
展
望
も
踏
ま
え
、
洗
浄

型
ト
イ
レ
の
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

見
解
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
洋
式
化
率
の
向
上
を
優
先
的
に
進

め
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
設
置
す
る
考
え
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
学
校
現
場
の
意
見

を
聞
き
、
必
要
性
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

●
要
望　
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、
普
及
率
が

低
い
学
校
の
整
備
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
を

要
望
。
洗
浄
型
ト
イ
レ
の
導
入
に
つ
い
て
、

学
校
は
緊
急
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
る
公
共
施
設
の
一
つ
で
、
幼
児
か
ら

障
害
者
、
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
も
の
を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

捉
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
様
々
な

角
度
か
ら
必
要
性
、
重
要
度
を
精
査
し
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
把
握
し
て
、
変
化
を
恐

れ
な
い
柔
軟
性
と
不
断
の
改
革
を
し
っ
か
り

と
市
政
に
反
映
さ
せ
、
未
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
。

《
地
域
活
動
の
現
状
と
展
開
に
つ
い
て
》

●
質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
尽
力
し
て

い
る
市
民
に
対
し
、
市
と
し
て
現
在
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
平
成
28
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
居
場
所
づ
く
り
事
業

を
実
施
。
学
習
支
援
や
相
談
事
業
等
を
行
い
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
の
居
場
所
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
る
。

●
質
問　
補
助
金
対
象
と
な
る
主
な
活
動
は
。

●
答
弁
　
対
象
と
な
る
主
な
活
動
内
容
と
し

て
は
生
活
相
談
、
学
習
支
援
等
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
活
動
の
経
費
と
し
て
保
険
料
、

会
場
費
、
教
材
費
、
消
耗
品
費
、
食
材
費
、

光
熱
水
費
等
が
あ
り
、
大
阪
府
の
新
子
育
て

支
援
交
付
金
を
財
源
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
現
在
の
体
制
の
中
で
貧
困
対
策
と

い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
幅
広
く
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
確
保
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
貧
困
対
策
の
大
枠
は
維
持
し
な
が

ら
も
、
一
定
の
柔
軟
性
を
持
っ
た
支
援
が
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
持
続
可
能
な

も
の
と
な
る
よ
う
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
だ

が
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
今
後
の
補
助
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
、

議
員
か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
、
必
要
に
応

じ
て
大
阪
府
に
も
要
望
な
ど
を
し
て
い
き
た

い
。

●
要
望　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
提
供
す

る
側
と
受
け
る
側
、
そ
れ
に
関
わ
る
全
て
の

方
が
少
し
ず
つ
笑
顔
を
分
け
合
え
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
少
子
、
高
齢
時
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
共
助
の
部
分
を
大
切
に
し
、
地
元
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と

が
今
後
の
目
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
行

政
と
し
て
も
将
来
の
展
望
を
見
据
え
、
地
域

活
動
に
励
む
志
あ
る
方
々
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
要
望
。
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委
員
長
　
花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け

た
４
件
の
案
件
、
１
件
の
請
願
を
審
査
し
ま

し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）】

　
市
有
財
産
を
今
年
度
売
却
で
き
な
か
っ
た

要
因
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特

に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致
に
よ

り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
】

　
奨
学
金
や
エ
ア
コ
ン
設
置
は
評
価
で
き
る

が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
福
祉
、
教
育
の
充
実

と
い
っ
た
、
ま
ち
の
魅
力
と
い
う
点
で
は
物

足
り
な
い
と
し
て
反
対
す
る
者
１
名
、
今
予

算
は
特
定
健
診
や
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
実
現
、
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
登

録
に
向
け
た
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、

各
事
業
に
お
い
て
評
価
で
き
、
創
意
工
夫
を

加
え
た
無
駄
の
な
い
事
務
事
業
の
推
進
に
期

待
し
て
賛
成
す
る
者
４
名
の
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

予
算
】

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
予
算
】

　
そ
れ
ぞ
れ
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を
安
心
・
安
全

な
施
設
と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
】

　
採
択
し
た
う
え
で
今
後
も
説
明
会
を
開
催

し
、
市
と
し
て
の
意
思
・
考
え
を
示
し
、
引

き
続
き
審
議
す
れ
ば
い
い
と
し
て
、
採
択
す

べ
き
と
す
る
者
１
名
、
具
体
的
に
方
向
性
が

決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
説
明
し
て
も
混
乱

を
招
き
、
ま
た
、
こ
の
請
願
は
島
泉
保
育
園

に
特
化
し
た
も
の
で
、
議
会
は
市
全
体
の
保

育
園
の
安
全
を
図
る
立
場
に
あ
り
、
今
後
、

市
が
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
い
、
安
全
対
策

を
講
じ
る
の
か
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
審
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
な
ど

と
し
て
継
続
審
査
と
す
る
者
４
名
の
、
継
続

審
査
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
継
続
審
査
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長  

日
和
千
賀
子（
大
阪
維
新
の
会
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け

た
４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

　
剰
余
金
を
活
用
し
た
保
険
料
の
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反

対
す
る
者
１
名
、
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
影
響
が
大
き
い

中
、
将
来
的
に
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
交

付
金
対
象
と
な
る
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
事
業
を
先
だ
っ
て
実
施
す
る
な
ど
、
保
健

事
業
の
推
進
に
よ
り
医
療
費
の
適
正
化
を
図

る
予
算
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
更
な
る
推

奨
な
ど
、
よ
り
一
層
、
先
を
見
据
え
た
給
付

の
適
正
化
を
図
る
よ
う
、
ま
た
、
平
成
30
年

度
か
ら
の
広
域
化
へ
の
円
滑
な
移
行
な
ど
を

要
望
し
、
賛
成
す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
】

　
独
立
採
算
制
に
よ
る
運
営
の
た
め
の
協
議

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会
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今
月
号
の
市
議
会
だ
よ
り
は
５
月
号
で

掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
、
平
成
29
年
度

第
１
回
定
例
会
の
議
案
審
議
の
内
容
と
９

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
お
よ
び
各
常
任
委

員
会
、
４
月
か
ら
の
政
務
活
動
費
に
関
す

る
変
更
等
を
中
心
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
度
も
２
ヵ
月
が
過
ぎ
、
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

は
び
き
の
」、「
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
晴
天
の
も
と
で
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
ご
来
場
さ

れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
今
月
11
日
に
は
市
民
体
育
祭
が

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
開
催
さ
れ
、
市

民
の
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
競
技

は
も
と
よ
り
大
抽
選
会
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
軽
ト
ラ
市
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
編
集
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
市
民
の
皆
様
に
、
市
議
会
を
よ
り

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
編
集
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会

計
予
算
】

　
平
成
29
年
度
は
汚
水
整
備
率
84
％
台
を
目

指
す
と
の
こ
と
で
、
審
査
の
結
果
、
融
資
制

度
の
改
善
や
汚
水
整
備
率
の
さ
ら
な
る
向
上

を
要
望
し
、
本
予
算
に
つ
い
て
は
全
員
一
致

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予

算
】

　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
を
活
か
し
た
羽
曳

野
の
お
い
し
い
水
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
計
画

的
な
老
朽
管
路
の
更
新
及
び
耐
震
化
な
ど
を

要
望
し
、
本
予
算
に
つ
い
て
も
全
員
一
致
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会

す
る
者
１
名
、
本
予
算
に
つ
い
て
は
特
に
問

題
と
な
る
点
も
な
く
、
事
業
に
携
わ
る
方
々

の
慎
重
な
衛
生
管
理
、
卓
越
し
た
技
術
な
ど

を
評
価
し
、
ま
た
、
当
市
が
誇
る
地
場
産
業

と
し
て
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
賛

成
す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
】

　
未
納
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

そ
の
料
金
を
一
旦
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
低
所
得
者
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
す
る
者
１

名
、
高
年
者
い
き
い
き
計
画
に
則
し
、
適
正

な
保
険
料
水
準
と
、
高
い
収
納
率
を
維
持
し

な
が
ら
、
積
極
的
な
介
護
予
防
事
業
が
展
開

で
き
る
予
算
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成

す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

　
制
度
そ
の
も
の
が
年
齢
に
よ
り
医
療
を
差

別
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
反

対
す
る
者
１
名
、
保
険
料
特
例
軽
減
の
見
直

し
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
へ
の
丁
寧
な
制

度
説
明
な
ど
を
要
望
し
、
本
予
算
に
つ
い
て

は
何
ら
問
題
と
な
る
点
も
な
く
賛
成
す
る
者

４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
外
園
康
裕
（
公
明
党
）

　
建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け

た
４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
】

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
】

　
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
今
後
も
安

心
安
全
な
道
路
管
理
を
要
望
し
、
全
員
一
致

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
花
川　
雅
昭　
　
　
広
瀬　
公
代

　
外
園　
康
裕　
　
　
松
井　
康
夫

　

嶋
田　

丘　
　
　

日
和　

千
賀
子

　
今
井　
利
三

民生産業常任委員会行政視察
○日程４月 20 日～ 21 日
○視察先及び視察内容

【新潟県新潟市】
12 次産業化推進事業
について

【新潟県長岡市】
多世代健康まちづく
り事業について

建設企業常任委員会行政視察
○日程４月 27 日～ 28 日
○視察先及び視察内容

【神奈川県相模原市】
道路通報アプリ「パ
ッ！撮るん。」について

【神奈川県横須賀市】
空家対策について

総務文教常任委員会行政視察
○日程４月 25 日～ 26 日
○視察先及び視察内容

【宮崎県都城市】
都城広域定住自立圏構
想の取り組みについて

【鹿児島県鹿児島市】
世界文化遺産登録への
取り組みについて




